
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

(3分冊の1)

(号外)
独立行政法人目立印刷局

(号外第 211号)

省

令〕

報

O
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び

技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
(
法
務
・
厚
生
労
働
五
)

O
法
人
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
(
財
務
五
六
)

O
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
(
同
五
七
)

O
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
同
五
八
)

O
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出

に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
(
文
部
科
学
三
七
)

O
私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
三
八
)

O
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
及
び
職
業
訓
練
の

実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支

援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
厚
生
労
働
一

O
三
)

O
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
一

O
四
)

O
農
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
農
林
水
産
五
八
)

官金曜日平成29年9月29日

。

O
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
経
済
崖
業
七
八
)

O
海
上
運
送
法
及
び
船
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関

係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

(
国
土
交
通
五
五
)

O
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整

備
に
関
す
る
省
令
(
同
五
六
)

O
地
方
整
備
局
組
織
規
則
及
び
北
海
道
開
発

局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
同
五
七
)

O
地
方
航
空
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
五
八
)

〔
止
問

一京〕

ヨ主

O
ナ
チ
ユ
ラ
ル
チ
l
ズ
、
プ
ロ
セ
ス
チ
l
ズ

及
び
チ
l
ズ
フ
l
ド
の
表
示
に
関
す
る
公

正
競
争
規
約
の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
件

(
公
正
取
引
委
・
消
費
者
庁
五
)

O
削
り
ぶ
し
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規

約
の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
件
(
同
六
)

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

(
総
務
三
二
四
)

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
(
両
三
二
五
)

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
(
同
三
二
六
)

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
(
同
三
二
七
)

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
(
同
三
二
八
)

ヲh之
IZE 

[> 

。

O
出
入
国
管
理
及
ひ
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を

監
理
す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準

を
定
め
る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

(
法
務
四
五
五
、
四
五
六
)

一O
八
一

O
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

一
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

一
を
定
め
、
出
入
国
管
理
玲
勺
ひ
難
民
認
定
法

一
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

一
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

一
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

一O
九
一
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

一
基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

一
一
一
一
改
正
す
る
件
(
同
四
五
七
、
四
五
八
)

一
O
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び

一
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

一
一
一
一
二
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚

一
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び

一
作
業
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
(
法
務
・
厚
生
労
働
八
)

一
O
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の

一
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準
の
一
部

一
一
六
一
を
改
正
す
る
件
(
文
部
科
学
一
一
一
四
)

一
O
大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

一
設
置
す
る
学
校
設
置
会
社
に
関
す
る
審
査

一
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
一
二
五
)

一
O
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示
(
同
一
一
一
六
)

IZE 
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一実

(
以
下
次
の
ペ
!
ジ
へ
続
く
)

-b 

O
平
成
三
十
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
大

学
又
は
短
期
大
学
の
収
容
定
員
増
及
び
平

成
三
十
一
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
大

学
又
は
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
の
申
請

に
対
す
る
審
査
に
関
し
、
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等

に
係
る
認
可
の
基
準
の
特
例
を
定
め
る
件

(
同
一
一
一
七
)

O
使
用
薬
剤
の
薬
価
(
薬
価
基
準
)
及
び
療

担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示

事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(
厚
生
労
働
三
一
七
)

O
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管

理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般

医
療
機
器
及
び
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の

品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ

り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特
定
保
守

管
理
医
療
機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
コ
二
八
)

O
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製

造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る

省
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
製

造
管
理
又
は
品
質
管
理
に
注
意
を
要
す
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

一
般
医
療
機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
コ
二
九
)

O
介
護
職
種
に
つ
い
て
外
国
人
の
技
能
実
習

の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
規
定
す
る
特

定
の
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑

み
て
事
業
所
管
大
臣
が
定
め
る
基
準
等

(同一二一一

O
)

ブ可』〈コ一ー，、

ヨ主
主主

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形
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(
前
の
ペ

I
ジ
よ
り
続
き
)

O
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
一
条
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の

認
定
に
つ
い
て
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
(
経
済
産
業
ニ
二
七
)

O
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
経

済
産
業
大
臣
の
認
定
等
に
つ
い
て
定
め
る

告
示
(
同
二
二
八
)

O
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
三
十
八
条
第
六
号
に
規
定
す
る
経
済

産
業
大
臣
の
認
定
等
に
つ
い
て
定
め
る
告

示
(
同
二
二
九
)

O
航
空
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
指
定
航
空

身
体
検
査
医
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
件
〈
国
土
交
通
八
八
O
)

O
航
空
身
体
検
査
証
明
の
た
め
の
身
体
検
査

を
行
う
医
療
機
関
等
の
指
定
に
関
す
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
八
八
一
)

O
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国

土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件
(
同
八
八
二
)

O
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
完

了
し
た
件
(
同
八
八
三
)

O
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
公
営
住
宅
法
第

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
近
傍
同
種

の
住
宅
の
家
賃
及
び
同
法
第
四
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
の
対
価
に
係
る

公
営
住
宅
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
に
基

づ
き
国
土
交
通
大
庄
が
地
域
別
に
定
め
る

率
を
定
め
る
件
(
同
八
八
四
)

O
改
良
住
宅
の
家
賃
の
変
更
に
係
る
率
並
び

に
改
良
住
宅
の
家
賃
の
変
更
に
係
る
修
繕

費
及
び
管
理
事
務
費
に
係
る
率
を
定
め
る

件
(
間
八
八
五
)

O
先
進
船
舶
の
対
象
範
囲
を
定
め
る
告
示

(
同
八
八
六
)

O
先
進
船
舶
の
導
入
等
の
促
進
に
関
す
る
基

本
方
針
(
同
八
八
七
)

(号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日

O
建
築
物
の
基
礎
、
主
要
構
造
部
等
に
使
用

す
る
建
築
材
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
建
築
材

料
が
適
合
す
べ
き
日
本
工
業
規
格
又
は
日

本
農
林
規
格
及
び
品
質
に
関
す
る
技
術
的

基
準
を
定
め
る
件
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件
(
同
八
八
八
)

一
O
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
八

一
十
六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
(
同
八
八
九
)

一
O
低
振
動
型
建
設
機
械
の
指
定
に
関
す
る
件

一
(
同
八
九
O
)

一
O
低
騒
音
型
建
設
機
械
の
指
定
に
関
す
る
件

一
(
同
八
九
一
)

一
O
排
出
ガ
ス
対
策
型
建
設
機
械
の
指
定
に
関

一
す
る
件
(
同
八
九
二
)

一六=二

O
特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お
け
る
一

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化

一
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

一
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
(
岡
八
九
三
)

一
O
道
路
に
関
す
る
件

一
(
東
北
地
方
整
備
局
二

O
六
i
二
O
八
)

一
O
利
根
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級

一
河
川
に
関
す
る
件

一
(
関
東
地
方
整
備
局
二
四
四
)

一
O
道
路
に
関
す
る
件

一
(
近
畿
地
方
整
備
局
一
七
六
3
一
八
一
)

一
O
道
路
に
関
す
る
件

一
(
四
園
地
方
整
備
局
八
六
1
九
O
)

一
O
道
路
に
関
す
る
件

一
(
九
州
地
方
整
備
局
二
ハ
四
1
一
六
六
)

一
O
道
路
に
関
す
る
件

(
北
海
道
開
発
局
一
七
七
)
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国
庫
歳
入
歳
出
状
況
〈
平
成
二
十
八
年
度
平

成
二
十
九
年
七
月
分
)
、
(
平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
七
月
分
)
(
財
務
省
)

4コ
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0
鵬
生
賜
働
制
令
第
五
号

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
(
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
)

第
八
条
第
二
項
第
六
号
及
び
第
九
条
第
二
号
(
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に

基
づ
き
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日

F、、-
-t: 

法
務
大
臣
上
川
陽
子

厚
生
労
働
大
臣
加
藤
勝
信

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
平
成
二
十
九
年
一
時
生
蛾
働
斡
令
第
一
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
(
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
)
は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

八
七

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形

菅野国弘
長方形



O
文
部
科
学
省
令
第
三
十
七
号

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
一
号
)

係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
係
る
手
続
等
に
関
す
る
規
則
(
平
成
十
八
年
文
部
科
学
省
令
第
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
(
以
下
「
対
象
規
定
L

と
い
う
。
)
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、

こ
れ
を
加
え
る
。

6 

の
施
行
に
伴
い
、
及
び
学
校
教
育
法
(
昭
和
一
一
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
学
の
設
置
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に

(号外第 211号)

改

正

後

(
定
義
)

第
一
条
[
略
〕

一
土
ニ
[
略
]

四
専
門
職
大
学
の
課
程
(
学
校
教
育
法
(
以
下
「
法
」
と
い
う
。
)
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
二
及
び
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
)
の
設
置
及
び
変
更

五
i
九
[
略
]

(
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
の
申
請
)

第
二
条
[
略
]

2
・
3

[

略
]

4

第
一
項
の
申
請
を
し
た
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
又
は
専
門
職
短
期
大
学
(
以
下
「
専
門
職
大
学
等
」
と
い

ぅ
。
)
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
類
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内

に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
教
育
課
程
遠
携
協
議
会
構
成
員
名
簿
(
別
記
様
式
第
七
号
の
二
)

二
教
育
課
程
遠
携
協
議
会
構
成
員
就
任
承
諾
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
三
)

三
臨
地
実
務
実
習
施
設
の
確
保
状
況
説
明
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
四
)

四
臨
地
実
務
実
習
施
設
使
用
承
諾
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
五
)

五
連
携
実
務
演
習
等
に
関
す
る
承
諾
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
六
)
(
専
門
職
大
学
設
置
基
準
(
平
成
二
十
九

年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号
)
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準

(
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
)
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
若
し
く
は
同
条
第

二
項
第
四
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
、
連
携
実
務
演
習
等
(
専
門
職
大
学
設
置
基

準
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四
号
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
連
携
実
務
演
習
等
を
い
う
。
)
を
修
得
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
)

六
必
要
校
地
面
積
の
減
算
説
明
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
七
)
(
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
四
十
六
条
第
二
項

又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
限
る
。
)

七
必
要
校
舎
面
積
の
減
算
説
明
書
(
別
記
様
式
第
七
号
の
八
)
(
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
イ
備
考
第

五
号
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一

Zz備
考
第
五
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
限
る
。
)

5

1

7

[
略
]

報官金曜日平成29年9月29日

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

改

正

前

(
定
義
)

第
一
条
[
略
]

ー
三
[
略
]

[
号
を
加
え
る
。
]

悶

1
八
[
略
]

(
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
設
置
の
認
可
の
申
請
)

第
二
条
〔
略
]

2

・
3

〔
略
]

[
項
を
加
え
る
。
]

!II 
[
略
]



(号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日ア

(
学
部
等
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
三
条
[
略
]

2
・
3

[

略
]

4

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
医
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

5

第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭

和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
第
四
十
三
条
第
一
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
六
条
第
一
項
又
は

専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
個
人
調
書
(
別
記
様
式
第
四
号
)
及
び
教
員
就
任
承
諾
書
(
別
記
様
式

第
五
号
)
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日

か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

若
し
く
は
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
八
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

6

1

m

[
略
]

日
第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
等
の
学
部
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同

項
の
書
類
に
加
え
、
前
条
第
四
項
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第
九
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出

す
る
も
の
と
す
る
。

ロ
第
九
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第
九
項
に
規
定
す
る
期
間
内

に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

(
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の

認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
四
条
前
条
第
一
項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
の
規
定
は
、
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究

科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
問
表
の
第
三
概
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

日告
第

条第
欄

略
第条
項省期大大学童基 略

第

専メ第1色3、学
欄

項

大職門学 二十一 基設置準 準第
又
lま

設条第
設置基 )号 五

置ー
第四 和昭 十条第項

規定す

準第十三五十一

十六条第文年部 項

る ハ一短

略 略 略
第

欄

(
学
部
等
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
三
条
〔
略
]

2
・
3

[

略
]

[
項
を
加
え
る
。
]

4

第
一
一
墳
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
大
学
設
置
基
準
第
五
十
条
第
一
項
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準

(
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
個
人
調
書
(
別
記
様
式
第
四
号
)
及
び
教
員
就
任
承
諾
書

(
別
記
様
式
第
五
号
)
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
々
年
度

の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
年
度
の
前
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
一
日
ま
で
若
し
く
は
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科
を
開
設
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の

八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

5

1

9

[
略
]

[
項
を
加
え
る
。
]

m
第
八
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
あ
わ
せ
て
通
信
教
育
の
開
設
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、

同
項
の
書
類
に
加
え
、
第
六
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
第
八
項
に
規
定
す
る
期
間
内

に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

(
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究
科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の

認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
四
条
第
三
条
第
一
項
、
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
大
学
の
大
学
院
の
設
置
、
研
究

科
等
の
設
置
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
械
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

日各
第

条第 欄

略
醤望部書第短型学童大 日高

第

欄

規定す二十 学草基

第 (昭 十条第
四和
十五一

設を 三条第 十年文 項又は

略 略 略
第

櫛

し一一一一一
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項三

条第 条第 条第

略 略 略 略 略 略 略

略 略 略 略 略 略 略

2

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
し
、
又
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
院
に
係
る
研
究
科
等

を
設
置
し
よ
う
と
し
、
又
は
大
学
の
大
学
院
の
研
究
科
の
専
攻
に
係
る
課
程
の
変
更
で
あ
っ
て
専
門
職
大
学
院

の
課
程
を
設
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び

第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
加
え
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

(
専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
及
び
届
出
)

第
四
条
の
ニ
専
門
職
大
学
の
課
程
の
設
置
及
び
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
申
請
書
(
別
記

様
式
第
一
号
の
こ
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
専
門
職
大
学
の
課
程
を
開
設
し
、
又
は
変
更
す
る

年
度
(
第
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設
年
度
」
と
い
う
。
)
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か

ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

一
基
本
計
画
書
(
別
記
様
式
第
三
号
)

二
学
則
(
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
含
む
。
)

三
当
該
申
請
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

四
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
の
設
置
の
趣
旨
等
を
記
載
し
た
書
類

五
教
員
名
簿
(
別
記
様
式
第
三
号
)

2

専
門
職
大
学
の
課
程
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
届
出
書
(
別
記
様
式
第
一
号
の
二
)
に
前
項

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
課
程
を
変
更
す
る
年
度
の
前
年
度
の
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
申
請
」
と
あ
る

の
は
「
届
出
」
と
す
る
。

第
五
条
第
三
条
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及

ぴ
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
間
表
の
第
二
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

略
第

欄

路 略 略
第

欄

略 略 略
第

欄

者|雪
条第 第条 条第

略 略 略 略 略 略 略

略 略 略 略 略 略 略

[
項
を
加
え
る

〔
条
を
加
え
る
。
]

第
五
条
第
三
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
高
等
専
門
学
校
の
学
科
の
設
置
の
認
可
の
申
請
及

び
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
二
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

略
第

欄

略 略 略
第

欄

略 略 略
第

欄
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事|雪
条第 条第

略 略 略 略 略 略 略

略 略 略 略 略 略 略

(
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
六
条
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
(
第
二
条
第
七
項
及
び
第
三
条
第
八

項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
)
は
、
認
可
申
請
書
(
別
記
様
式
第
一
号
の
二
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

当
該
通
信
教
育
を
開
設
す
る
年
度
(
以
下
「
通
信
教
育
開
設
年
度
」
と
い
う
。
)
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら

同
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

一1
十
[
略
]

2

[

略
]

(
認
可
の
手
続
)

第
十
条
文
部
科
学
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
三
条
第
一
項
(
第
四
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
八
項
(
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
四
条
の
二
第
一
項
、

第
六
条
第
一
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
開
設
年
度
、
学
部
等
開
設

年
度
、
研
究
科
等
開
設
年
度
、
専
門
職
大
学
の
課
程
開
設
年
度
、
学
科
開
設
年
度
、
通
信
教
育
開
設
年
度
又
は

学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当

該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

2

第
三
条
第
五
項
(
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
ロ
)
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
の

あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
申

請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

1
・
2

[

略〕

3

平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
す
る
専
門
職
大
学
等
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
十
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
十
一

月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
。

4

1

6

[
略
]

条第 条第

略 略 略 略 略 略 略

路 略 略 略 略 略 略

(
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
)

第
六
条
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
の
開
設
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
(
第
二
条
第
六
項
及
び
第
三
条
第
七

項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ロ
)
は
、
認
可
申
請
書
(
別
記
様
式
第
一
号
の
一
)
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、

当
該
通
信
教
育
を
開
設
す
る
年
度
(
以
下
「
通
信
教
育
開
設
年
度
」
と
い
う
。
)
の
前
々
年
度
の
=
一
月
一
日
か
ら

同
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

一i
十

[

略

]

2

[

略
]

(
認
可
の
手
続
)

第
十
条
文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
六
項
、
第
三
条
第
一
項
(
第
四
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
及
び
第
七
項
(
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
六
条
第
一
項
並
び

に
第
七
条
第
一
項
真
ひ
第
三
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
開
設
年
度
、
学
部
等
開
設
年
度
、
研
究
科
等
開

設
年
度
、
学
科
開
設
年
度
、
通
信
教
育
開
設
年
度
又
は
学
則
変
更
年
度
の
前
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当

該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

2

第
三
条
第
四
項
(
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
の

あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
当
該
申

請
を
し
た
者
に
対
し
そ
の
旨
を
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

刷
問
問
只

1
・
2

[

略
]

[
項
を
加
え
る
。
]

III 
[
略
]

備
考

表
中
の
[
]
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。



平成29年9月29日金曜日

別記様式第2号(その2の1)

官 (号外第211号)報

(用紙 日本工業規格A4縦型) 富
委
第

号

そ
の

教 育 課 程 等 の 概 要

(00学部00学科等)
単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目
実

授業科目の名称 配当年次 必 選 自 講 演 験 教 准 講 助 助 備考
区分 教

イ彦 択 由 義 習 実 授 授 自市 教 手
習。。

科
日

小言十( 科目)

ム
ム
科
目

小計(科目)

口 。
口。
科 科
目 目

小計(科目)

ム
ム
科
目

小計(科目)

合計( 科目)

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒業 修了要件及び履修方法 授業期間等

1学年の学期区分 期

1学期の授業期間 週

1時限の授業時間 分

(注)

1 学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科(学位の種類及び分野の変更等に関す

る基準(平成十五年文部科学省告示第三十九号)別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。)についても作成すること。

2 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

合は，この書類を作成する必要はない。

3 開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

4 r授業形態」の械の「実験・実習j には，実技も含むこと。
5 r授業形態」の欄は，各授業科医について，該当する授業形態の欄に rOJを記入すること。ただし，専門職大学等の授業科目
のうち，臨地実務実習については「実験・実習Jの欄に「臨」の文字を，連携実務演習等については「演習」又は「実験・実習j

の欄に「連」の文字を記入すること。

6 課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

(1 )各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数， r単位数j及び「専任教
員等の配置Jに加え，前期課程に係る科目数 r単位数」及び「専任教員等の配置jを併記すること。
(2) r学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
に授与する学イ立を併記すること。

(3) rホ業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の本業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修
方法を併記すること。

10 

の

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
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別記様式第2号(その2の2)
別
記
様
式
第
二
号
(
そ
の
こ
の
こ
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

日本工業規格A4縦型)

教育課程等の概要 (共同学科等)

(共同00学部00学科等)
単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目
実

授業科目の名称 配当年次 開設大学 必 選 自 講 演 験 教 准 講 助 助 備考
区分 教

修 択 由 義 習 実 授 授 師 教 手
習。。

科
目

小計(科目)

ム
ム
科
闘

小計(科目)

ロ。
ロ。
科 科
日 目

小計(科目)

ム
ム
科
自

小計(科目)

合計( 科目)

学位又は称号 学位又は学科の分野

卒業・修了要件及び履修方法 開設大学 開設単位数(必修) 授業期間等

1学年の学期区分 期

1学期の授業期間 週

1時限の授業時間 分

(用紙

(注)

1 共同学科等を設置する場合は，別記様式第2号(その 2の1)に代えて，この書類を作成すること。

2 共同学科等を設置する場合は，この書類に加え，別記様式第2号(その2の1)の例により，構成大学別のものを作成すること。

3 学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学

位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科(学位の種類及び分野の変更等に関する基準

(平成十五年文部科学省告示第三十九号)別表第一備考又は別表第三備考に係るものを含む。)についても作成するとと。

4 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学

等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，こ

の書類を作成する必要はない。

5 開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

6 r授業形態」の欄の「実験・実習」には，笑技も含むこと。
7 r授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に rOJを記入すること。ただし，専門職大学等の授業科目のう

ち，臨地実務実習については I実験・実習」の欄に「臨Jの文字を，連携実務演習等については「演習j又は「実験・実習」の欄に

「連」の文字を記入すること。

8 課程を前期課程及び後期課程に灰分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に灰分す

る専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

(1 )各科目区分における「小計」の欄及び「合計Jの欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，

の配置」に加え，前期課程に係る科目数 r単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
(2) r学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者に授
与する学位を併記することロ

(3) r卒業・修了要件及び履修方法Jの欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修方法
を併記すること。

「単位数」及び「専任教員等
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教
育
課
程
等
の
概
要
(
国
際
連
携
学
科
等
)

(
0
0
学
部
国
際
連
携
0
0
学
科
)

単
位
数

授
業
形
態

教
員
等
の
配
置

共
申
請
大
学

連
携
外
国
大
学

同
科
目

授
業
科
目
の
名
称

開
配
当
年
次

開
設
大
学

実
す
教
当
准
す
議
す
助
す
助

備
考

区
分

言生
必
選
自
5弄
演
験
教
准
言葺
助
助

る
授
す
教
る
師
る
教
る
手

メE
〉I、

手iト
教

る
授

目
修
択
由
義
習
実
授
f受
師
教
手
計
教
相
教
に
教
相
教
相
教
相
言十
言十

習
員
当
員
相
員
当
員
当
員
当

。。科目
小
計
(
科
目
)

f'.. 

ム手ヰ目
小
言
I
(
 科
目
)

ロ
。
口
。
芋ト
平ト
目
自
小
計
(
科
目
)

ムf'.. 
科円
ノl、
言
十
(
科
目
)

合
計
(
科
目
)

学
位
又
は
称
号
l

学
位
又
は
学
科
の
分
野

当主
業
修
了
要
件
及
び
履
修
方
法

開
設
大
学
等

開
設
単
位
数
(
必
修
)

授
業
期
間
等

1
学
年
の
学
期
区
分

期

1
学
期
の
授
業
期
間

週
…
…
長
肖
曲
設
軒
目
山
…
1
山山川町山白川刷山川

1
時
限
の
授
業
時
間

分

(
注
)

1
 
国
際
連
携
学
科
等
を
設
置
す
る
場
合
は
，
別
記
様
式
第
2
号
(
そ
の
2
の
1
)
に
代
え
て
，
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。
加
え
て
，
国
際
連
携
学
科
等
を
設
置
す
る
大
学
及
び
連
携
外
国
大
学
別
に
こ
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。
共
同
開
設

科
目
に
つ
い
て
は
，
当
該
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
に
，
単
位
を
修
得
し
た
と
す
る
大
学
の
書
類
に
含
め
る
こ
と
。

2
 
私
立
の
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
問
jの
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
若
し
く
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
，
大
学
等
の
設
置
者
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
大
学
等
の
廃
止
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
新
し
く
は
扇
町
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
，
と
の
書
類
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
。

3
 
開
設
す
る
授
業
科
目
に
応
じ
て
，
適
宜
科
目
区
分
の
枠
を
設
け
る
こ
と
。

4
 
「
授
業
形
態
」
の
欄
の
「
実
験
・
実
習
J
に
は
，
実
技
も
含
む
こ
と
。

5
 
I授
業
形
態
」
の
欄
は
，
各
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
該
当
す
る
授
業
形
態
の
欄
に
r
O
J
を
記
入
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
専
門
職
大
学
等
の
授
業
科
目
の
う
ち
，
臨
地
実
務
実
習
に
つ
い
て
は
「
実
験
・
実
習
」
の
欄
に
「
臨
」
の
文
字
を
，
連
携

実
務
演
習
等
に
つ
い
て
は
「
演
習
j
又
は
「
実
験
・
実
習
j
の
欄
に
「
連
J
の
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
。

6
 
課
程
を
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
す
る
専
門
職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
大
学
の
学
部
等
を
設
置
す
る
場
合
又
は
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
す
る
専
門
職
大
学
の
課
程
を
設
脅
し
若
し
く
は
変
更
す
る
場
合
は
，
次
に
よ
り
記
入
す

る
こ
と
。

(
 1
 )
各
科
目
区
分
に
お
け
る
「
小
計
」
の
禰
及
び
「
合
計
」
の
欄
に
は
，
当
該
専
門
職
大
学
の
全
課
程
に
係
る
科
目
数
単
位
数
」
及
び
「
専
任
教
員
等
の
配
置
j
に
加
え
，
前
期
課
程
に
係
る
科
目
数
r単
位
数
」
及
び
「
専
任
教
員
等
の

配
置
J
を
併
記
す
る
こ
と
。

(
2
)
 
r学
位
又
は
称
号
」
の
欄
に
は
，
当
該
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
授
与
す
る
学
位
に
加
え
，
当
該
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
に
授
与
す
る
学
位
を
併
記
す
る
こ
と
。

(
3
)
 
r卒
業
・
修
了
要
件
及
び
履
修
方
法
J
の
欄
に
は
，
当
該
専
門
職
大
学
の
卒
業
要
件
及
び
履
修
方
法
に
加
え
，
前
期
課
程
の
修
了
要
件
及
び
履
修
方
法
を
併
記
す
る
こ
と
。

N
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(号外第211号)報官金曜日

別記様式第2号(その2の4)

専門職大学等における実験，実習又は実技による授業科目並びにこれに代替する演習による授業科目一覧

(00学部00学科等)

科
単位数 授業形態

臨地実務実習に代えて連携実務演習等(実験 3 実習
目

授業科目の名称 xは実技によるものに限るω)を修得させる事由及Eι 
直 選 臼 び見込まれる教育効果

分
[臨/連]

修 択 出

基
実 礎

験 科
目

実

習 職

又
業

l土
専
p~ 

実 科

技 目
tと

よ 展
る 開
授 科

業
日

科

目
総
l口b、

科
目

小言十( 科目)

|うち卒業・修了に必要な実習等単位数

|うち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数

科
単位数 授業形態

目
授業科目的名称

実験 1 実習又は実技に代えて演習による授業科目を
区 修得させる事由及び見込まれる教育効果

分
記、 選 自

[臨/連]
修 択 由

基
礎

演 科

習 目

よ 職

る 業

実
専
門

習 科

等 白

代

替 li基
授 開

業 手当ト

科
日

日

総
ぷ同〉、

科

目

ノト言十 ( 科目)

|うち卒業・修了に必要な演習代替単位数

lうち卒業・修了に必要な連携実務演習等単位数
合計( 科目)

|うち卒業・修了に必要な実習等又は演習単位数

lうち卒業・修了に必要な臨地実務実習等単位数

別
記
様
式
第
二
号
(
そ
の
こ
の
三
)
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
D

日本工業規格A4縦型)(用紙

平成 29年9月29日13 

(注)

1 専門職よ学等若しくは専門職太学等の学部等を設揮する場合又は専門職太学の課程を設置し若しくは変更する場合は，別記様式第2号(その 2の 1) ， (そ

の2の2)又は(その2の3)に加え，この書類を作成すること。

2 授業形態J欄には，実験，実習，実技又は演習の別を記入するとともに，臨地実務実習による授業科目にあっては r[臨] の括弧書きを，連携実務演習等

による授業科目にあっては r[連lJの括弧書きを追記すること。
:; r'l、計Jの欄の「うち卒業・修了に必要な実習等単位数」にはp 実験、実習えは実技による授業科目の単位数をうち卒業・修了に必要な臨地実務実習等
単位数jには臨地実務実習又は連携実務演習等(実験，実習又は実技によるものに限る。)に係る単位数をうち卒業・修了に必要な演習代替単位数Jには

演習による授業科目白単位数をうち卒業・修了に必要な連携実務演習等単位数」には連携実務演習等(演習によるものに限る。)に係る単位数を記入する

こと。

4 実験，実習及び実技に代えて演習による授業科目を修得させる事由及び見込まれる教育効果」の欄には，臨地実務実習に代えて連携実務演習等(演習によ

るものに破る。)を修得させる場合のやむを得ない事由についても記入すること。

5 卒業・修了に必要な単位のうちに，基礎科目，職業専門科目，展開科目又は総合科目以外の授業科目であって，実験，実習若しくは実技又は演習によるもの

に係る単位を含める場合には，科目区分の枠を追加して記入すること。

6 課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学的課程を設置し，若しくは変更する場合は，各科円区分における「小計Jm欄及び「合計ーの械には，

当該専門職大学の士課程に係る科目数及び「単位数」に加え，前期課程に係る科白数及び[単位数Jを併記すること。



14 (号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日

別
記
様
式
第
二
号
(
そ
の
三
の
一
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

日本工業規格A4縦型)

授 業 科 自 の 概 要

(00学部00学科等)

科目
授業科目の名称 講義等の内容 備考区分

〆... 

(用紙

別記様式第2号(その3の1)

1 開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

2 専門職大学等の授業科円であって同時に授業を行う学生数が40人を超えることを想定するものについては，その旨及び当該想定する
学生数を「備考」の欄に記入すること。

3 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等

の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書

類を作成する必要はない。



(号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日15 

別
記
様
式
第
二
号
(
そ
の
三
の
二
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

日本工業規格A4縦型)

授業科目の概要 (共同学科等)

(共同00学部00学科等)

科目
開設大学 授業科目の名称 講義等の内容 備考区分

百
1 共同学科等を設置する場合は， 5}IJ記様式第2号(その3の1)に代えて，この書類を作成すること。

2 共同学科等を設置する場合は，この書類に加え，別記様式第2号(その3の1)の例により，構成大学別のものを作成する

こと。

3 開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

4 専門職大学等の授業科目であって同時に授業を行う学生数が40人を超えることを想定するものについては，その旨及び当

該想定する学生数を「備考Jの欄に記入すること。

5 私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは屑出を行おう

とする場合は，この書類を作成する必要はない。

(用紙

別記様式第2号(その3の2)



16 (号外第211号)報官金曜日平成 29年9月29日

別
記
様
式
第
二
号
(
そ
の
三
の
三
)
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

日本工業規格A4縦型)

授業科目の概要 (国際連携学科等)

(00学部国際連携00学科)

科目
開設大学 授業科目の名称 講義等の内容 備考

区分

(注)

1 国際連携学科等を設置する場合は，別記様式第2号(その3の1)に代えて，この書類を作成すること。加えて，国際連携

学科等を設置する大学及び連携外国大学別にこの書類を作成すること。共同開設科目については，当該科目の単位を修得した

場合に，単位を修得したとする大学の書類に含めること。

2 開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

3 専門職大学等の授業科目であって同時に授業を行う学生数が40人を超えることを想定するものについては，その旨及び当

該想定する学生数を「備考jの欄に記入すること。

4 私立の大学若しくは高等専門学校の収評定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おう

とする場合は，この書類を作成する必要はない。

(用紙

別記様式第2号(その3の 3)



(号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日17 

別
記
様
式
第
三
号
(
そ
の
三
)
を
別
記
様
式
第
三
号
(
そ
の
三
の
一
)
と
し
、
向
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

日本工業規格A4縦型)

専任教員の年齢構成・学位保有状況

耳議 位 学 位 29歳以下 30 ~ 39歳 40 ~ 49歳 50 ~ 59歳 60 ~ 64歳 65 ~ 69歳 70歳以上 ぷ口弘、 計備 考

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 入 人 人 人 人 人 人 人

教 授 戸寸t 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
人 人 人 人 人 人 人 人

主ザ主ゐー 士

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

准教授 戸f主t. 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
人 人 人 人 人 人 人 人

学 土

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

講 師 A寸dーh 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
人 人 人 人 人 人 人 人学 士

その 4也 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 土 人 人 人 人 人 人 人 人

助 教 声TA- 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
人 人 人 人 人 人 人 人

学 士

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

f彦 士 人 人 人 人 人 人 人 人

l口h 言十 学 土 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
人 人 人 人 人 人 人 人学 士

その他 人 人 人 人 人 人 人 人
L一一一←

(用紙

別記様式第3号(その3の1) 

(注)

1 この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

2 この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

3 この書類は，申請文は届出に係る学部等の隣設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

4 専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については rその他Jの欄にその数を
記載し r備考Jの欄に，具体的な学位名称を付記すること。



18 (号外第211号)報官金曜日平成29年9月29日
別配様式第3号(その3の2)

別
記
様
式
第
三
号
(
そ
の
三
の
二
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

日本工業規格A4縦型)

専任教員の年齢構成・学位保有状況(専門職大学等の実務の経験等を有する専任教員)

職 イ立 学 位 29歳以下 30~39 歳 40~49歳 50 ~ 59歳 60~64歳 65~69歳 70歳以上 iE1 h 言十 備 考

博 土
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

{彦 寸で
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

教 授 主子主4一 士
人 人 人 人 人 人 人 人
人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

短期大 人 人 人 人 人 人 人 人
学 土 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

その他
人 人 人 人 人 人 人 人
人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

博 土
人 人 人 人 人 人 人 人
人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

修 土
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

准教授 学 土
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

短期大 人 人 人 人 人 人 人 人
学 士 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

その他
人 人 人 入 人 人 人 人
人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

博 士
人 人 人 人 人 人 人 人
人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

修 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 入) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

講 師 学 土
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

短期大 人 人 人 人 人 人 人 人
i注4fA 士 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

その他
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

博 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

修 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

助 教 学 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

短期大 人 人 人 人 人 人 人 人
戸す主4与与 土 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

その他
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

博 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

修 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

止口h 言十 pf id与 士
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

短期大 人 人 人 人 人 人 人 人
品ヴAー 士 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人) 人)

その他
人 人 人 人 人 人 人 人

人) 人) 人) (人) (人) (人) (人) 人)

(用紙

(注)

1 専門職大学等若しくは専門職大学等の学部等を設置する場合又は専門職大学の課程を設置¥.-，若しくは変更する場合は，別記様式第3弓(その3の1)に加え，この書類

を作成すること。

2 この書類は，申請文は届出に係る学部等ごとに作成すること。

3 この書類は，専門職大学設置基準第36条第1項又は専門職短銀大学設置基準第33条第1項に規定する実務の経験等を有する専任教員についてのみ作成すること。

4 それぞれの年齢区分ごとに，別記様式第3号(その3の1)に記入した専任教員の数の内数として，専門職大学設置基準第36条第1項ぷは専門職短期大学設置基準第33条

第1項に規定する実務の経験等を有する専任教員の数を記入するとともに，実務の経験等を有する専任教員のうち専門職大学設置基準第36条第2項又は専門職短期大学設置

基準第33条第2項に規定する者の数を括弧書きで記入すること。

5 この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状祝を記載すること。

6 専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，

記載し r備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
「その他Iの欄にその数を



19 平成29年9月29日金曜日
別記様式第3号(その4)

実 務 の 経 験 等

(00学部00学科等)

フPガナ

調書 実務家 専任等
職位

氏名
番号
番号 区分 区分 <就任(予定)年月>

(注)

を

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

有 す る 専 任 教 員 一 覧

実務経験の概要 大学等における教員歴、保
実務経験

有学位又は企業等における
の年月数 勤務先・役職名・ 研究上の業績の概要期間

主な職務内容等

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

人

うち「実(研)Jの人数 人

1 この書類は，専門職大学等若しくは専門職大学等の学部等を設置する場合文は専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合に作成すること。

2 この書類は，専門職大学設置基準第36条第1項又は専門職短期大学設置基準第33条第1項に規定する実務の経験等を有する専任教員についてのみ作成すること。

3 r番号」の欄には，通し番号を記入すること。
4 r実務家区分」の禰には，実務の経験等を有する専任教員のうち，専門職大学設置基準第36条第2項又は専門職短期大学設置基準第33条第2項に規定する者については
f実(研)Jの文字を記入すること。

5 r大学等における教員歴，保有学位又は企業等における研究上の業績の概要1の欄は，実務の経験等を有する専任教員のうち，専門職大学設置基準第36条第2項又は専門職短
期大学設置基準第33条第2項に規定する者について記入L-，これに該当しない者については斜線を引くこと。

日 「実務の経験等を有する専任教員数」の欄の「うち「実(研)Jの人数」は，実務の経験等を有する専任教員のうち，専門織大学設置基準第36条第2項文は専門職短期大学設

置基準第33条第2項に規定する者の人数を記入すること。

7 実務の経験等を有する専任教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。



平成29年9月29日金曜日
別記様式第4号(その2の 2)

官 (号外第211号)報

(用紙 日本工業規格A4縦型)

教育・実務業績書(専門職大学等の教員)

年 月 日

氏名 印

職 業 分 野 可読 務 内 容 の キ 一 ワ 一 ド

教 育 上 の 能 力 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

1 教育方法の実践例

2 作成した教科書，教材

3 教育上の能力に関する大学等の評価

4 その他

実 務 上 の 実 績 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

1 資格，免許

2 職務の経歴及び職務上の業績

3 当該分野の実務業績に対する産業界等の評価

4 その他

研 究 業 績 等 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

1 著書，論文，その他の成果発表

2 特許等

3 その他

(注)

1 専門職大学等又は専門職大学等の学部等を設置する場合は， 2に掲げる教員について，別記様式第4号(その 2)に代えて，

この書類を作成すること。

2 この書類は，次の(1)から (3)までの教員について，作成すること。

(1 )専門職大学設置基準第38条第5号若しくは第6号に該当すること(これらの号に該当することにより向令第39条第1号，第

40条第1号又は第41条第1号に該当することを含む。)又は専門職短期大学設置基準第35条第4号若しくは第7号に該当する

こと(これらの号に該当することにより同令第36条第1号，第37条第1号文は第38条第1号に該当することを含む。)により，

教授，准教授，講師又は助教になろうとする者。

(2)専門職大学設置基準第39条第5号に該当すること(同号に該当することにより同令第40条第1号メは第41条第1号に該当す

ることを含む。)又は専門職短期大学設置基準第36条第4号に該当すること(同号に該当することにより同令第37条第1号又

は第38条第1号に該当することを含む。)により，准教授，講師又は助教になろうとする者。

(3 )専門職大学設置基準第41条第3号又は専門職短期大学設置基準第38条第3号に該当することにより，助教になろうとする者。

3 r研究業績等に関する事項j の欄の r1 著書，論文，その他の成果発表j には，書類の作成時において未発表のものを記入し
ないこと。

4 r氏名jは，本人が自署すること。
5 印影は，印鑑登録をしている印章により押印すること。ただし，やむを得ない事由があるときは，省略することができる。

この場合において， r氏名」は，旅券にした署名と同じ文字及び書体で自署すること。
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式
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。
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別
記
様
式
第
7
号
の
2

(
用
紙
日
本
工
業
規
格
A
4
横
型
)

教
育
課
程
連
携
協
議
会
構
成
員
名
簿

当
該
専
門
職
大
学
等
の
課
程
に
係
る
職
業
に

関
す
る
主
な
経
歴

構
成
員
|
関
係
す
る
学
部
等

番
号
|
区
分
|
又
は
研
究
科
等

現
所
属
及
び
役
職
名

年
齢

名
氏

(昨FFN憾，Fh昨)

0
0
専
門
職
大
学
等

(
注
)

1
 
ー
の
大
学
に
複
数
の
教
育
課
程
連
携
協
議
会
を
設
け
る
場
合
に
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程
連
携
協
議
会
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
。

教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
構
成
員
の
数
に
応
じ
，
適
宜
枠
を
増
や
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

「
番
号
」
の
欄
に
は
，
通
し
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

「
構
成
員
区
分
」
の
欄
に
は
，
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
1
1
条
第
2
項
各
号
，
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
8
条
第
2
項
各
号
又
は
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準

第
6
条
の
2
第
2
項
各
号
に
規
定
す
る
教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
構
成
員
の
区
分
を
記
入
す
る
こ
と
。

「
関
係
す
る
学
部
等
又
は
研
究
科
等
J
の
欄
は
，
当
該
構
成
員
が
特
定
の
学
部
等
又
は
研
究
科
等
と
連
携
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
，
当
該
学
部
等
又
は
研
究
科
等

の
名
称
を
記
入
す
る
こ
と
。

「
当
該
専
門
職
大
学
等
の
課
程
に
係
る
職
業
に
関
す
る
主
な
経
歴
j
の
欄
は
，
当
該
構
成
員
が
当
該
専
門
職
大
学
等
の
課
程
に
係
る
職
業
に
お
け
る
実
務
の
経
験

を
有
す
る
場
合
に
記
入
す
る
こ
と
。
た
だ
し
，
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
1
1
条
第
2
項
第
2
号
及
び
第
4
号
，
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
8
条
第
2
項
第
2

号
及
び
第
4
号
又
は
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
6
条
の
2
第
2
項
第
2
号
に
規
定
す
る
構
成
員
に
つ
い
て
は
，
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。
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平成29年9月29日金曜日

別記様式第 7号の 3

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

教育課程連携協議会構成員就任承諾書

年月日

(申請・届出者名)殿

氏名

印

22 

私は， 00専門職大学の設置の認可の上は， 00専門職大学の教育課程連携協議会の構成

員として， 00年00月00日から就任することを承諾します。

(注)

1 roo専門職大学」の部分は，認可の申請又は届出の内容に応じ，適切に表記を変更
すること。

2 r氏名 j の欄の印は，本人の署名をもって代えることができる。



23 平成29年9月29日金曜日

別記様式第7号の4 (その 1) 

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

臨地実務実習施設の確保状況説明書
(00専門職大学00学部等)

番 授業科目 臨地実務実習施設

号 授業科目の名称
必修，選択， 履修予定 施設

施設の名称
受入予定 当該梅設 受入予定学生

自由の別 学生数 番号 学生数 実習時間数 -時間数

人 人 時間 人・時間

単位数
施設実習

人 時間 人・時間|
時間数

1 
単位 時間 人 時間 人・時間

------ 受入学坐・時間数 小計 人・時間

番 授業科目 臨地実務実習施設

号 授業科白の名称
必修，選択l 履修予定 施設

施設の名称
受入予定 当該施設 受入予定学生

自由の別 学生数 番号 学生数 実習時間数 -時間数

人 人 時間 人・時間

単位数
施設実習

人 時間 人・時間
時間数

2 
単位 時間 人 時間 人・時間

------ 受入学生・時間数 小言十 人・時間

番 授業科目 臨地実務実習施設

号 授業科目の名称
必修，選択， 履修予定 施設

施設の名称
受入予定 当該擁設 受入予定学生

自由の別 学生数 番号 学生数 実習時間数 -時間数

人 人 時間 人・時間

単位数
施設実習

人 時間 人・時間
時間数

3 
単位 時間 人 時間 人・時間

------ 受入学生・時間数 小言十 人・時間

------必修 選択 自FI1 合計
必修 選択 自由 メE言コ、圭ロ+

受入予定

履修予定 学生・時間

学生数計 人 人 人 人 数計
人・時間 人・時間 人・時間 人・時間

単位数計
単位 単位 単位 単位

施設実習

時間数計 時間 時間 時間 時間

(注)
1 r番号」の欄には，通し番号を記入すること。
2 開設する臨地実務実習に係る授業科目の数及び当該授業科目の授業を行う臨地実務実習施設の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入

すること。

3 r授業科目」の械の「施設実習時間数」は，当該授業科目の授業時間数のうち臨地実務実習施設において履修させる授業の時間数を
記入することロ

4 r臨地実務実習施設J欄の「施設番号」は，臨地実務実習施設一覧(別紙様式第7号の4 (その2))に記入する施設番号を記入する
こと。

5 r臨地実務実習施設」欄の「当該施設実習時間数Jは，当該授業科目に係る施設実習時間数のうち，当該路地実務実習施設において
履修させる授業の時間数を記入すること。

6 r路地実務実習施設j の欄の「受入予定学生・時間数」は，受入予定学生数に当該施設実習時間数を乗じて得た数を記入すること。
7 r履修予定学生数計」の欄， r単位数計Jの欄， r施設実習時間数計」の欄は，全ての授業科目の履修予定学生数，単位数及び施設実
習時間数をそれぞれ合計した数を記入すること。

8 r受入予定学生・時間数計」の禰は，全ての授業科目に係る臨地実務実習施設の受入予定学生・時間数を合計した数を記入すること。
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定
芋
生
・
時
轍
の
合
計

主
な
実
習
場
知
〕
面
積
の
合
計

人
.
a芋南

nf 

うち」ど{隣組分
人・日朝

うち」ど修科目分
nf 

う
ぢ
勤
可
科
目
分

人
.
s欄

う
ち
濁
明
自
分

nf 

う
ち
自
師
ヰ
自
分

人
.
a
~占
う
ち
白
師
ヰ
自
分

nf 

(昨FFN同特設昨)由理制 騨加

q主主
1
 
使
用
す
る
臨
臨
実
務
実
鶴
蹴
の
数
及
び
当
該
施
設
寸
受
業
を
行
う
脚
也
実
牙
薬
実
習
叫
受
業
科
目
広
場
設
口
芯
じ
適
苗
物
数
を
増
や
し
て
言
己
入
す
る
こ
と
。

2
 
1
:
撞
設
番
号
」
σ欄
に
は
通
じ
番
号
を
言
己
入
す
る
こ
と
。

3
 
r履
修
さ
せ
る
授
業
斜
目
」
の
欄
の
晴
彦
予
定
学
生
動
信
十
は
各
授
類
ヰ
目
の
履
修
予
定
学
生
数
を
合
計
し
た
の
べ
人
数
を
言
己
入
す
る
こ
と
。

4
 

r履
修
さ
せ
る
授
業
科
目
」
の
欄
の
「
当
調
搬
実
部
品
執
は
当
調
受
難
十
目
の
授
業
事
事
官
設
の
う
ち
当
調
搬
に
お
い
て
履
修
さ
せ
る
授
業
の
a
~撒
を
言
己
入
す
る
こ
と
。

5
 
I主
な
実
習
揚
抑
コ
面
闘
の
欄
I:
i
，
当
謝
遍
却
す
の
実
習
場
賓
の
う
ち
，
特
訓
鋪
切
な
は
反
復
し
て
使
用
す
る
音
s屋
等
の
全
部
又
は
一
部
の
場
折
で
脚
也
菊
葬
実
習
の
較
育
活
動
に
お
け
る
中
心

的
な
場
所
と
し
て
使
用
す
る
都
知
商
責
を
言
己
入
す
る
こ
と
。

6
 
I住主な実?鶴包望司妻薪炉斤の匝前棋劃

0併珂澗閑の
「うち必凶イ儲彦餌不ヰ相目相当分知

J
Iは主
主
な
実
習
場
ヨ
折
斤
の
う
ち
，
必
剃
イ
度
傍
罪
ヰ
相
目
(
併
功
受
業
で
使
用
す
る
砧
扮
の
面
闘
葬
責
を
，
I門
う
ち
濁
R科
目
相
当
分
剣
J
Iは主
i溜盟痔ヰ相日
σ併
オ
受
業

で
徒
用
す
る
音
防
扮
士
も
似
区
4鉾
↓
同
目
叶
受
業
で
寸
千
使
吏
用
す
る
部
分
を
除
く
。
)
の
置
耳
積
責
を
，
Iう
ち
自
由
科
目
相
当
分
j
は
自
由
科
目
付
受
業
で
能
用
す
る
音
|
ゆ
似
イ
餌
ヰ
目
又
同
封
尺
科
目
寸
刻
有
す
る
音
扮

を
除
く
。
)
の
面
積
百
己
入
す
る
こ
と
。

EmNE白砂町N世Nr



25 平成29年9月29日金曜日

別記様式第7号の4 (その3)

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

臨地実務実習施設の概要

名 称

所在地
(キャンパスからの移動方法 (所要晴男 分'))

施設の面積 立f (うち主な実習場所の面積 rr司

開設者・管理者， 開設者 管理者 従業員数

従業員数 人

事業0湘鹿

当該施設の

選定理尚

授耕自の名称
，e.修・選択・

単位数
履修予定 施設実習 受入予定学生

主な実習場所
自由の別 学生数 時間数 • R寺f習数

各授業科目 単制 J 時昔 人時昔

単fj F 日者昔 人目輔

めペ

全 体 計( 科目) 単組 H絹 人.a繍
』

書
氏名 所属・職名 実務経験停数 担当授業科目

実習指導者
年

年

年

その他の指導備リ

実習受入期間・ 実習受入期間 1 日当たり実習時間
1日当たり実習

時間 年間 日 時笥

そ 他の学校等からの 他の学校等の名称 受入れ人数 受λ期間

他の 校外実習受入れ予 人 年度 年間 日
定 人 年度 年間 日

当該施設が使用で

きなくなった場合

の代酎昔置

備 考

(泊

1 この書類は使用する臨地民務実習施設について作肱すること。

2 r施設の面積Jの欄の「うち主な実習場所の直慨は当該施設の実習場所のうち，特に繊駒又は反復して使用する部屋等の全
部又は一部の場努で，臨地謀議実習の教育活動における中心的な場ヲ?として使用する剖扮の面積を記入すること。

3 r，履修させる授業科円に関する事項の「全体lの欄の「履修予定学生数jの計は，各授業科円の履修予定学生数を合計したの
べ人数を記入すること。

4 r実習指導者」の欄は，実習指導者の数同芯じ，適宣神の数を増やして記入すること。
5 下他の大学等からの実習受入れ予定lの欄は，受入れを予定する他のだ持の数口芯じ，適宜枠を増やして記入すること。

6 唱の大学等からの実習受入れ予定]の欄の F受入れ人数」は受入れを予定している学生等の人数を言己入すること。



平成29年9月29日金曜日

別記様式第 7号の 5

宮 報 (号外第211号) 26 

(用紙 日本工業規格A4縦型)

臨地実務実習施設使用承諾書

年 月 日

(申請・届出者名)殿

開設者又は管理者の職名及び氏名

印

00専門職大学00学部等の臨地実務実習施設として， 00年度より(臨地実務実習施設名)

、を使用することを承諾します。

(注)

1 この書類は，使用する臨地実務実習施設の全てについて作成すること。ただし，同ーの開設者又

は管理者が二以上の臨地実務実習施設を開設又は管理する場合には，当該二以上の臨地実務実習施

設についてーの承諾書を作成すれば足りるものとする。

2 100専門職大学00学部等Jの部分は，認可の申請又は届出の内容に応じ，適切に表記を変更

すること。

3 1 (臨地実務実習施設名)Jの部分は，使用を承諾する臨地実務実習施設の名称を記入すること。

なお， 1のただし書に掲げる方法により承諾書を作成する場合には，二以上の臨地実務実習施設の

名称を列記すること。

4 1開設者又は管理者の職名及び氏名j の欄の印は，本人の署名をもって代えることができる。

5 原本の写しを提出する場合には，認可の申請又は届出を行う者が原本証明すること。なお，認可

の申請又は届出を行う者は，複数の承諾書について一括して原本証明をすることができる。



27 平成29年9月29日金曜日

別記様式第 7号の 6

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

連携実務演習等に関する承諾書

年 月 日

(申請・届出者名)殿

事業者名

印

00専門職大学00学部等の連携実務演習等の連携先事業者として， 00年度より下記の授

業科目の実施に関し，連携・協力することを承諾します。

記

(授業科目名)

(注)

1 この書類は，臨地実務実習に代えて連携実務演習等を開設する場合に，その連携先事業者につ

いて作成すること。

2 100専門職大学00学部等Jの部分は，認可の申請又は届出の内容に応じ，適切に表記を変

更すること。

3 1事業者名」の欄の印は，当該事業者の代表者の職名及び代表者本人の署名をもって代えるこ

とができる。

4 原本の写しを提出する場合には，認可の申請又は届出を行う者が原本証明すること。なお，認

可の申請又は届出を行う者は，複数の承諾書について一括して原本証明をすることができる。



平成29年9月29日金曜日

別記様式第7号の7

官 報 (号外第211号) 28 

(用紙 日本工業規格A4縦型)

必要校地面積の減算説明書
(00専門職大学等)

必要校地面積の減算に関する説明 備考

校地の所在地

その場所に立

校 ミムL 地することが

特に必要な事
地
地 由

面

積 等 所要の土地の
を 取得が困難な
減 事由
ず
る

事 教育上必要な環境

由 の整備の状況

等

その他特記事項

区分
当該専門職大学等の校地等面積 共用する他の 合計

保
専用 共用 小計 学校等の専用

有
す 校舎敷地 rrf m rrf 町f rrf 
る

校 校
(うち空地) rrf) rrf) rrf) rrf) rrf) 

地 地 運動場用地 rrf rrf rrf rrf d 
等

の 小計 rrf rrf rrf rrf ロ1

面
その他 rrf rrf d rrf ロ1

積

合計 rrf rrf rrf rrf ロ1

区分 員数 収容定員等に関連する特記事項
収

昼間 人
~ゴV・

夜間 人
定

員
昼夜開講 人

計 人

収容定員上の学生一人当た
rrf り校地面積

(注)

1 この書類は，専門職大学設置基準第46条第2項又は専門職短期大学設置基準第44条第2項の規定により，所要の

校地面積を減ずることとする場合に作成すること。

2 I教育上必要な環境の整備の状況」の欄には，必要校地面積を減ずることとしても教育に支障がないことについての

説明を含め，当該専門職大学等における教育環境の整備状況についての説明を記入すること。

3 I収容定員上の学生一人当たり校地面積」の欄は，校地(共用部分を含む。)の面積を収容定員の員数で除した面積を

記入すること。

4 I収容定員等に関連する特記事項jの禰は，昼間学部及び夜間学部を併設し，又は昼夜開講制を行う場合における学

生の履修及び施設の使用の態様など，収容定員等に関連して特に説明すべき事項がある場合に記入すること。



29 平成29年9月29日金曜日

別記様式第7号の8

官 報 (号外第211号)

(用紙 日本工業規格A4縦型)

必要校舎面積の減算説明書
(00専門職大学00学部等)

必要校舎面積の減算に関する説明 備考

校舎面積を減 1設置基準上必4断じされた臨地実務実習のための施設を企業等の事業者の施設の使用により確保

ずる事由 】その他の相当の事由

保有する校舎
専用 共用 共用する他の学校等の専用 計

面積 Irl Irl Irl Irl 

Irl) Irl) Irl) Irl) 

臨 区分 必修 選択 自由 言十
地

実 単 設置基準上の必要単位数 単位

務 臨地実務
位 開設単位数実

単位 単位 単位

習 実習
単位

及
数 うち卒業に必要な単位数 単位 単位

び
単位 単位

臨 単位相当分

地 主な実習場所の面積 d 
実

rr1 d rr1 

務 臨地実務 うち設置基準上の必要単佼相当分
実

rr1 rr1 11:1 

習 実習施設
当該施設を使用できなくなった

施
設 場合の代替措置

そ 校外実習を
授業科目 実習内容の 行う授業科

他 日及びその
の 実習内容
校
外 使用する
実 施設
習

校舎r;jj月掛

立

地
所在地周

辺の概況

教育研究上必要

な環境の整備の

状況

その他特記事項

1 この書類は，専門職大学設置基準別表第2イ備考第5号又は専門職短期大学設置基準別表第2イ備考第5号の規定により所要の校舎
面積を減ずることとする場合に作成すること。
2 r佼舎面積を減ずる事由Jの欄は，該当するものについてr[ 】」内に rOJを記入すること。

3 r保有する校舎面積」の欄は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期聞が満了する年度(以下「完
成年度Jという。)における校舎面積を記入すること。ただし，校舎を段階的に整備する場合には，完成年度における校舎面積に加え，
開設年度における校舎面積を括弧内に併記すること。

4 r臨地実務実習」の「単位数Jの欄の「設置基準上の必要単位数Jは，専門職大学にあっては [20単位」と，二年制の専門職短期
大学(卒業要件の特例を適用する夜間三年制の専門職短期大学を含む。)にあっては r10単位Jと，三年制の専門職短期大学(卒業要
件の特例を適用する夜間三年制の専門職短期大学を除く。)にあっては [15単位」と記入すること。
5 [積地実務実習」の「単位数」の欄の「開設単位数」は， [必修J，[選択J及び「自由jのそれぞれについて，臨地実務実習に係る開
設授業科目の単位数の合計を記入すること。
6 r路地実務実習」の「単位数」の欄の fうち卒業に必要な単位数jは， [必修」については5により記入した開設単位数と向じ単位数
を， [選択」については開設単位数のうち当該専門職大学等の卒業に必要な単位数を記入すること。
7 [臨地実務実習jの「単位数Jの欄の「うち設置基準上の必要単位相当分Jは，次により記入すること。
(1) [必修jについては， 4により記入した設置基準上の必要単位数が， 5により記入した開設単位数を下回る場合には，当該設置基

準上の必要単位数を記入し，それ以外の場合には，当該開設単位数を記入すること。
(2) [選択Jについては， (1)により記入した必修科目に係る設置基準上の必要単位相当分の単位数が， 4により記入した設置基準
上の必要単位数を下回る場合には，それらの差に相当する単位数を記入し，それ以外の場合には [0単位」と記入すること。

8 [臨地実務実習施設」の「主な実習場所の面積Jの欄には，臨地実務実習施設一覧(別記様式潟7号の4 (その2))に記入する主な
実習場所の面積の合計を記入すること。

9 [臨地実務実習施設」の I主な実習場所の面積jの欄の「うち設置基準上の必要単位相当分Jは， [必修」及び f選択jのそれぞれに
ついて， 8により記入した主な実習場所の面積に， 7により記入した設置基準上の必要単位数相当分の単位数を5により記入した開設

単位数で除して得た割合を乗じて得た面積を記入すること。
10 rその他の校外実習」の欄は，臨地実務実習以外の授業科目で校外実習を行う場合に記入すること。なお， [授業科目J及び「実習内
容」の欄は，校外実習を行う授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。
11 [立地jの「所在地周辺の概況jの欄には，学生の教育，厚生補導等に関連する周辺の施設等の状況について記入すること。
12 [教育研究卜必要な環境の整備の状況Jの欄には，必要校舎面積を減ずることとしても教育研究に支障がないことについての説明を
含め，当該専門職大学等の学部等の教育研究環境の整備状況についての説明を記入すること。



平成29年9月29日金曜日 官 30 報 (号外第211号)
別表

附

則

』
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

認可の申請)/.は届出のR分

1 ※ 1は、共同学科等を設置する場合又は申請若しくは届出に係る大学等が共同学科等を設置している場合に添付すること。

2 *2は、国際連携学科等を設置する場合に添付すること.
3 ※3は、専門職大学等を設置する場合、専門職大学等の学部等を設置する場合又は専門職大学の課程を設置若しくは変更する場合に添付すること。

4 ※4は、医学者しくは歯学に関する学部又は学部の学科を設置する場合に添付すること。

5 ※5は、臨床薬学に関する学部又は学部の学科を設置する場合に添付することu

6 ※6は、専門職大学等を設置する場合、専門職大学等の学部等を設置する場合、専門職大学の課程を設置若しくは変更する場合、専門職大学院に係る研究科等を設置する場合又は大学

の大学慌の研究科の専攻に係る課程の変更であって専門職大学院の課程を設けることとなるものを行う場合に添付すること.

7 ※7は、併せて通信教育を開設する場合に訴付するこ在。
8 ※8は、私立の大学の通信教育に係る収容定員に係る学則を変更する場合に添付すること。
9 ムは、学長の個人調書のみ添付すること。
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平

成
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十
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年

九

月

二

十

九

日

文

部

科

学

大

臣

林

芳

正

私
立
学
校
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

私
立
学
校
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
文
部
省
令
第
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

第十 O
げし ー( 九雇厚
て次条雇 条周忌 」 ・~，_，~，_ _ .__ 5 2第
い掲の 用雇平の保事:での月八日空十闘は場一|年|又|部|項目十五準 1四(
まげ表雇保用成規路働一関一月ま度一壁、合項|文|は|哲|、|年十(第 4条寄
いるに用語保二定語省矢聖日ーでの日空同にに|部|専|守|専|文条昭一
もそよ保語険十に(令 生か日又前ま度項お規|明|門|省|門!部第和項r-.r-.行
のり険施法九基昭第同度らかは生でののけ定|空i職|令|職|省一三の略略為

は標、法行施年づ和百表の同ら当空」前表るす|省|短|第|大|令項，十寄~~変
、記改施規行九き四三前八月間該度と々中前る|令|期|ニ|学|第、|一附 更

諸説問Eぷ号事 E 手 EZ22E 亘項望警|李I~I 量|手詰|主立 寄
をに欄則一及十周年 項日ー十の月のの該の草干|設|き|蓋|一大|部の
日二に(部品九保法 中か日一関ーは三私規嚢四|置I~I 華|号学|省変 請
え重掲昭改揺日険律 冨らま日設日「月立定学号|基|第|土1:;設|令更 手
る傍げ和正業法第訪問でま年か当一大窪科 ~I 準|六|平|第置|第が 続
。線る五)司11 施百 聖子月又で度ら該日学曹の第101十|成|四基|二
を規十 練 行士 笠三は若の同学かの用設六|平|六|二|十準|十大
付定年 の 規ハ 大十当し前月科ら学に置十|成|条|十|三(八学
し包労 実 塑き 学一該く年三の同部つに三|ー|第|盈|条昭号設
た傍働施反 盤日学は度十開月等い係条|十|一|年|第和)置
規融省 等 音第 Z ま科三の一設三のてる第|九|項|文!一五第基
定を令に職三
(付第よ業十
以し三る訓六
下又号特練条
「は)定の第
対破の求実四
象線一職施項
規で部者等及
定囲をのにび
」ん次就よ第
とだの職る八
い部よの特十
う分う 支定二
Jをに援求条
はと改に職並
、れ正関者ぴ
当にすすのに
該順る る就職
対次。法職業
象対 律の訓
規応 施支練
定す 行援の
をる 規に実
改改 則関施
正正 のす等
後後 一るに
柵欄 部法ょ
にに を律る
掲掲 改施特
げげ 正行定
るる す規求
も規 る則職
の定 省の者
のの 令ーの
よ傍 部就
う線 を職
にを 改の
改付 正支
めし す援
又 るに
改は 省関
正破 令す
議線 をる
で 次法
に囲 の律
掲ん よ(
げだ う平
る部 に成
対分 定二
象の め十
規よ る三
定う 。年
でに 法
改改 律
正め 厚第
前、 生四
柵改 労十
に正 働七
こ前 大号
れ欄 臣)
に及 第
対ぴ 加七
応改 藤条
す正 第
る後 勝二
も欄 信項
のに 及
を対 ぴ
掲応 第

(号外第211号)

改

E 

後

報官金曜日平成29年9月29日31 

改

正

前

(
寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請
手
続
等
)

第
四
条
[
略
]

2
1
4
[
略
]

5

第
一
項
の
寄
附
行
為
の
変
更
が
、
大
学
設
置
基

準
(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
第

五
十
条
第
一
項
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭
和

五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
第
四
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
国
際
連
携
学
科
の
設
置
に
係
る

場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
表
中
「
当
該
私
立
大
学
の
学
部
等
の

開
設
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三

十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
科
の
開
設

年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一

日
ま
で
又
は
当
該
学
科
の
開
設
年
度
の
前
年
度
の

八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
若
し
く
は
三

月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
又
は
当
該
学
科

の
開
設
年
度
の
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま

さ
と
、
同
表
前
項
の
項
中
「
当
該
私
立
大
学
等
」

と
あ
る
の
は
「
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の

前
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
、
「
当
該
私
立

大
学
の
学
部
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
科
の
設

置
の
認
可
に
係
る
申
請
時
に
」
と
す
る
。
こ
の
場

と
あ
る
の
は
「
当
該
私
立
大
学
等
の
開
設
年
度
の

前
年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
、
「
当
該
私
立

大
学
の
学
部
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
科
の
設

置
の
認
可
に
係
る
申
請
時
に
」
と
す
る
。
乙
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
前

年
度
(
開
設
年
度
に
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

開
設
年
度
)
」
と
、
第
三
項
第
一
号
中
「
開
設
年
度

の
前
々
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
年
度
の
前
年

度
」
と
、
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申

請
年
度
」
と
す
る
。

6

1

U

[
略
]

(
登
記
の
届
出
等
)

第
十
三
条
[
略
]

2
・
3

[
賂
]

4

令
第
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
二

項
の
届
出
が
、
理
事
文
は
監
事
の
就
任
に
係
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
届
出
書
に
第
二
条
第
一
項

第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
第
四
条
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
理
事
長
そ
の
他
の
代
表
権

を
有
す
る
理
事
の
異
動
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
届
出
書
に
同
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す

る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
[
]
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
開
設

年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
開
設
年
度
の
前

年
度
(
開
設
年
度
に
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

開
設
年
度
こ
と
、
第
三
項
第
一
号
中
「
開
設
年
度

の
前
々
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
年
度
の
前
年

度
」
と
、
「
開
設
年
度
の
前
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
申

請
年
度
」
と
す
る
。

6
i
ロ
[
略
]

(
登
記
の
届
出
等
)

第
十
三
条
[
略
]

2
・
3

[
略〕

4

令
第
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
二

項
の
届
出
が
、
理
事
又
は
監
事
の
就
任
に
係
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
届
出
書
に
第
二
条
第
一
項

第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
類
及
び
同
条
第
一

項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
第
四
条
第
一

項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
、
理
事
長
そ
の
他
の

代
表
権
を
有
す
る
理
事
の
異
動
に
係
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
届
出
書
に
同
号
に
掲
げ
る
書
類
を

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
す
る
専
門
職
大
学
又
は
専
門
職
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
け
る
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
九
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
十
月
一

日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
十
一
月
一
日
か
ら
同
月
一
二
十
日
ま
で
」
と
す
る
。

1 

菅野国弘
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5

規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
は
、

次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

5

規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
は
、

次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

新 漁船漁業
設

職種

か 定 東1 ひ ま しミ 延 か

浪置網
し き

漁網業き 釣か漁業り
縄漁業
つ

漁網 網漁
お

えび 業 業 業
本釣か

業漁
漁業り

作業

6

(

略
)

7

規
則
第
五
十
二
条
第
十
六
号
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業

は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

職
種

作
業

(号外第211号)

漁船漁業

職種

介護
七、

定富議業
刺し ひ ま い

延縄漁業

か
き き 七、 つ

漁網業 漁網業 網漁業
釣 お

えび 漁業り
本釣

か

漁業
漁業り

作業

」ー

自
動
車
整
備

自
動
車
整
備
作
業

O
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
四
号

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
一
一
十
九
年
九
月
二
十
九
日

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に
関
す
る
審
査
基
準
(
平
成
十
九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
一
口
さ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
と
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
(
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
)
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

報

6

(

略
)

7

規
則
第
五
十
三
条
第
十
六
号
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業

は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

職
種

作
業

官

自
動
車
整
備

自
動
車
整
備
作
業

事l

介
護

金曜日

8 

(
略
)

平成29年9月29日

改

正

後

第

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
を
認
可
す
る
場
合

[
略
]

一
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て

け
大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
等
の
施
設
及
び
図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備
(
以
下
単
に
「
施
設
及
び

設
備
」
と
い
う
。
)
は
、
教
育
研
究
上
支
障
の
な
い
よ
う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
、
高
等
専
門
学
校
設
置

(
新
設
)

8 

(
略
)

文
部
科
学
大
臣

林

改

正

前

第

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
を
認
可
す
る
場
合

[
向
上
]

一
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て

什
大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
等
の
施
設
及
び
図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備
(
以
下
単
に
「
施
設
及
び

設
備
」
と
い
う
。
)
は
、
教
育
研
究
上
支
障
の
な
い
よ
う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
、
高
等
専
門
学
校
設
置

芳
正
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基
準
(
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
一
一
十
三
号
)
、
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二

十
八
号
)
、
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭

和
五
十
六
年
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)
、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号
)
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
)
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準

(
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号
)
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
(
平
成
二
十
九
年
文
部

科
学
省
令
第
三
十
四
号
)
そ
の
他
の
法
令
(
別
表
第
二
に
お
い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い

う
。
)
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

ω
M
l
凶
川
[
略
]

第
二
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の
変
更
を
認

可
す
る
場
合

四
既
設
校
等
に
つ
い
て

付
1
同

[

路

]

同
大
学
(
専
門
職
大
学
を
除
く
。
以
下
第
一
一
の
四
の
同
に
お
い
て
同
じ
J
若
し
く
は
大
学
の
学
部
を
廃
止

し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
専
門
職
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の

百
十
以
下
で
あ
る
と
き
又
は
短
期
大
学
(
専
門
職
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
第
二
の
四
の
同
に
お
い
て
同

じ
。
)
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
、
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
大

学
、
専
門
職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
、
専
門
職
大
学

若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
の

入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
以
下
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。

ア
ー
ウ
[
略
]

別
表
第
一
標
準
設
置
経
費
額
(
第
一
の
一
の
刷
、
第
二
の
一
の
同
、
第
三
の
一
及
、
び
第
四
の
一
関
係
)

一

大

学

付
収
容
定
員
が
四

O
O
人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
四
八

O
人
)
の
場
合
(
単
位
一
百
万
円
)

ぷ口泊、
る備設備 る備施 分経費

計
経費 要すに 設整の経費 要すに 整の の

区

係関社会係関文人 学部

科学又は科学 のムノ¥ 
種類

除く び(学医然自
J 学歯 科

係関を 係及関 学係闘五
五

そ
の
他

四
ノ、

( ( ( 学医

附ちっ 震間L ノ、 五、ム1¥ 
四

属病主院五 五 九 九
四 九 五
) 

八

( ( g事
、
五 附寝

七
属病分院じ八 六八 。。

七 五 九二
)九

基
準
(
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)
、
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二

十
八
号
)
、
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭

和
五
十
六
年
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)
、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号
)
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
)
そ
の
他
の
法
令
(
別
表

第
二
に
お
い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い
う
。
)
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
ー
凶
川
[
同
上
]

第
二
文
部
科
学
大
臣
の
所
轄
に
属
す
る
学
校
法
人
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
に
係
る
寄
附
行
為
の
変
更
を
認

可
す
る
場
合

四
既
設
校
等
に
つ
い
て

け
i
同
[
同
上
]

出
短
期
大
学
又
は
短
期
大
学
の
学
科
(
以
下
第
二
の
四
の
同
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
い
う
。
)
を
廃

止
し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
、
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
大
学
等
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
等
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
と
き

は
、
以
下
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。

ア
3
ウ
[
向
上
]

別
表
第
一
標
準
設
置
経
費
額
(
第
一
の
一
の
側
、
第
一
一
の
一
の
同
、
第
三
の
一
及
び
第
四
の
一
関
係
)

一

大

学

什
収
容
定
員
が
四

0
0
人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
四
八
O
人
)
の
場
合
(
単
位
・
百
万
円
)

Z計口h る備備設 経費る 備に 施設 分経費

経費 要すに 整の 要す 整の の
区

係関社会係関文人 学部

科学又は科学 のムノ、
種類

除び(自

Jく 歯学関 学医関 科然学

係を 係及関係ノム、

そ
の
他

四

ぅ厚
五 附ち 聞閃、。

病属院分 係
。

七七 ノム¥ 。
)ー

四 九

i|;l 
ぅ事関

属病主品院 係
四二
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備
考一
標
準
設
置
経
費
額
は
、
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と

を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表

に
定
め
る
額
(
大
学
設
置
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
六
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
共
同
学
科
(
以
下
「
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。
)
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
当

該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得

ら
れ
る
額
に
、
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を

加
え
た
額
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
(
別
表
第
一
の
一
の
伺
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

二
・
三
[
略
〕

四
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
三
又
は
専
門
職
大
学

設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
各
号
に
定
め
る
学
部
の
種
類
を
含
む

も
の
と
す
る
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

ア
ー
オ
[
略
]

五
[
略
]

六

八

O
O人
未
満
で
四
O
O人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表

第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
削
減
す
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置

経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
当
該
削
減
が
な
い
と
し
た
場
合
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
当

該
削
減
後
の
基
準
校
舎
面
積
の
割
合
(
以
下
「
専
門
職
大
学
特
例
割
合
」
と
い
う
。
)
を
前
号
ア
の

割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

七
収
容
定
員
が
四
O
O人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第

五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定

め
る
額
に
、
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

八
大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
八
O
O人
未
満
で
四
O
O人
以
外
の
収
容
定
員
の

場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学

の
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
と
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

向
号
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
(
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
乗

じ
て
得
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
)
を
合
計
し
た
額
に
、
第
十
二

号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

九
第
五
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
四
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
含
ま
れ
る
学
部
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
四
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・

保
育
学
関
係
を
除
く
。
)
に
よ
る
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
若
し
く
は
ロ
の
表
又
は
専
門
職
大
学

設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該

面
積
を
い
う
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
向
じ
。
)

十

[

路

]

十
一
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減

ず
る
場
合
に
お
け
る
学
部
の
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額

に
、
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

備
考一
標
準
設
置
経
費
額
は
、
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
額
と

を
合
計
し
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
経
費
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表

に
定
め
る
額
(
大
学
設
置
基
準
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
学
科
(
以
下
「
大
学
の
共
同

学
科
」
と
い
う
。
)
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の
共
同
学
科
以
外
の
学
科

を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
に
、
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る

大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
(
別
表
第

一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

二
・
三
[
同
上
〕

四
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
又
は
第
三
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類

の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当

該
各
号
に
定
め
る
学
部
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。
(
別
表
第
一
の
一
の
伺
の
表
に
お
い
て
閉
じ
J

ア
ー
オ
[
向
上
]

五
[
同
上
]

[
号
を
加
え
る
。
]

[
号
を
加
え
る
。
]

六
大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
八
O
O人
未
満
で
四
O
O人
以
外
の
収
容
定
員
の

場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の

共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ
前

号
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
に
、
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ

る
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
ロ

七
第
五
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
四
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
含
ま
れ
る
学
部
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
四
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・
保
育
学

関
係
を
除
く
。
)
に
よ
る
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
又
は
ロ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う

ち
、
そ
の
商
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

八
[
向
上
]

[
号
を
加
え
る
。
]
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十
二
前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
て
そ
の
収

容
定
員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
若

し
く
は
備
考
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
と
の
号
に
お
い
て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い

う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す

る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
(
別
表
第
一
の
一
の
伺
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

(二)

収
容
定
員
が
八
O
O
人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二

O
人
)
の
場
合
(
単
位
.
百
万
円
)

イア号の望二lア il号各星空費一望ll 
J計口b、 る備備設 る備施 分経

経費 に 経費 に設 費
要の 要の の

規八・ lの号 の八 l す整 す整 区

備設施れ定第 0 ィl規に科合分区 o i 
設 に五 01 定定 o 関社関入学部

白九I 係会係文備整備整各号かに超を iよるのた応を l 七 科又科の

わ1基づ lり寄合l学額じ超 l 学 lま学種
にににずら え l得 科 、え l 類

要す要す定め きる |らをを采こる ! 除び(白
、表同収容 |れ乗じ 一学の収 | く歯医然

るるる次 |る のの表容 l J 学学科

経費経費割合の定に定員 il大学て学部共同定に定員 l l 四 関関学

を号各めの l|の得たと学めの l i 
五 係係関

を及係

i大学特例割iTピド !?空間討 i そ
て掲げ で Bl 合し置 1:1: の

大学特例型ロ 得続費る減ずをあ l科計てく お l 
四 他

た つlll  iごしご学部 そけ i 。 八
額 て|係たの れ襟る|

l言を口十込 のる 、 lる額表にぞ l 
分区場合専門 l[標準 に、適を あつ れ当 準設 l i ヲ医

を普聖をし におに|職事 !i世設別表周しては談各経旨 ! | 
( ノム¥ 

ち 学
附関

、五 、九

病属院 係た額応じ け |経額費第て 、号費額は l ムノ、 、

イアと 、標る設置 l 一得ら 当に l 八六
のIのすこ | の 該学部 定 | 二七 三八
るの !を一れ め、! 分

割合割合 可割算某| l-r l 
ににに |え(ー)額にの| (歯

乗乗 定経費額 !lたのにお合号各 ! l つ学

じじ め 額)表備そけ乗を
ち 関

たた る 二 i れぞ る に i
(ムノ、 ー、

、四 附係

割合割合 額はの !と考第 大じ掲げ l 八 病属

|ピI~I イ !す れ学て
四八 六四 八四

分院、前号 の |る十当の得る ! 九九 九八 Ol~ 
そ 表 |。二該共た経|)九 )五 )四

I___-=-_"'::--'.::_'~_'.ë:"__ _j 

九
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
て
そ
の
収
容
定

員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
若
し
く
は
第
五
号
又
は
別
表
第
一
の
一
の
何
の
表
若
し
く
は
備
考
を
適
用
し

て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科

に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当

該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額

が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
(
別
表
第
一
の
一
の
け
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

仁)

収
容
定
員
が
八
O
O
人
(
医
学
関
係
真
ひ
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
三

O
人
)
の
場
合

(
単
位
日
百
万
円
)

!lよ定科を費考備!; 
Z口』
経る 備に 備設 経費る備施 分経費

[号ア・
言十

要すに 設整のl得りめ外以合計 の | 費要す整の の
をイ l る 分区ノ1| 区
力日 (ら更を口 のし 0| 
える [ 同 1れ 科学たに 01 関社

JZ2ミh 
関 人 学

部iる 額応人l 係係文
J 上
l大乗を(大

学
じをl

七
科学又は科学

の
] 

|学じ一 、超|
種
類lのての こえ|

l共得学ののる| 除び(自

!科学問た部共表容収定
| 

Jく 歯学関 医学科然
学

| 
額と学同に

| 

|をみ定| 五

|に合な科を め員1 係を
係関
及 係
関

!係計し 義の|
。|

lるして置 場A口
l 

|標準額たこくに | 

~I 
そ

| の学部 、に|
の

!l
書設債額

を

に
表官を に ぞれぞ

おげ!l 

他

|別表 あ るi

八

l つれ標準 | 

| 第して草
号

21 | つ壁|ーでは 設|
( 
ノム、

!|加えの得ら喜学部
額
世喜!i 

ち 関
、五 九 思係

lたのれ に!。 ノム、

病
院!額付る 定 lノム、 一ー一 四二

i の額 めは! ハ六 。 九
分

|と表備考

第

にに害るj
、|

五
|すそお次|

|る れぞけ合を の! ぅ事1 ' 大る 各号l |九れ乗|
( 

附
ち 関
係

l 号該
各
号

当学じに| gl~1 の
のて普経る

七

病
属
院
分) 

l是共得 九七
五八 五

|L IE に学同額
た )九
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三
収
容
定
員
が
八

O
O人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
の
表
備
考
第

五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定

め
る
額
に
、
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

二

短

期

大

学

け
収
容
定
員
が
一

O
O人
の
場
合

(
単
位
.
百
万
円
)

経
費
の
区
分

一一↓八六

学
科
の
種
類

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係

自
然
科
学
関
係

そ
の
他

一…一七
O

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経

費設
備
の
整
備
に
要
す
る
経

費

九

四
四

合
計

備
考一
[
略
]

二
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
は
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
又
は
専
門
職

短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
科
の
種
頻
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
各
号
に
定
め
る
学
科
の
種

類
を
含
む
も
の
と
す
る
よ
別
表
第
一
の
二
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

ア
ー
ウ
[
略
]

三

門

略

]

四

一

五

O
人
以
下
で
一

0
0人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準

別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
悶
表
に
定
め
る
面
積
を
削
減
す
る
場
合
に
お
け
る
標
準

設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
国
可
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
と
の

表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
当
該
削
減
が
な
い
と
し
た
場
合
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
当

該
削
減
後
の
基
準
校
舎
面
積
の
割
合
(
以
下
「
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
」
と
い
う
。
)
を
前
号

ア
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

五
収
容
定
員
が
一

O
O人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備

考
第
五
号
ピ
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表

に
定
め
る
額
に
、
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

六
第
三
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
二
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
含
ま
れ
る
学
科
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
二
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・
保
育
学

関
係
を
除
く
。
)
に
よ
る
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準

別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い

う
。
(
別
表
第
一
の
二
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

[
号
を
加
え
る

二

短

期

大

学

け
収
容
定
員
が
一

C
C人
の
場
合

(
単
位
一
百
万
円
)

四l
号

号1三アじね 二一備考

メ計口入 費備設 費施設 経費

そ係含

を [同 ウ~~害当該積類の のと 戸同

の の の

の除をれま前号I を 整 整 分区
加

加え上 例表上
備 備

積面カ1く る に え
J 学お る る] にに]

要す 要す
最に科い ] 。

J 同 によ掲げ
小よのて 上定る る る

であ短る種類基
め 。学る 経 経
るこ

該当る 期大学
学の科

会科学 文科人 科学科 場メロ当、 の
の種 の

面積を 基設置 種含類を おに 類は 関係 学係関 種類

第と しミ

いう。 表別準
二は

む て、 短期大
又

号 lま
の第 も次 社

表第別 第二の
ウ三 のの学
に号 と各号 設 然自
つの す霞

ーイい各号
面る 持に 基者 科学

三表はに 関

(のゴ定に 当、掲げ 表第る表第 係

一分区 一のめ分る

表基準るの分区 のに又は 九

おに 問、に
のじ第 そ

てい同 校舎面 教育学 応じ
(三)、三 の
のそに 他

表にぞれ掲げ
じ積・当

J ちのう 保育学 該各号
おれる

いお科学
てお 四

、関に 同むの 四
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七
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
別
表
第
一
の
二
の
伺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
大
学
設
置
基
準

第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
学
科

(
以
下
「
短
期
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。
)
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大

学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
収
容
定

員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
、
第
三
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
別
表
第
一
の
二
の
同
の
表
若
し

く
は
備
考
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」

と
い
う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
(
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
短
期
大
学
別
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に

要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(二)

収
容
定
員
が
三

O
O
人
の
場
合

(
単
位
.
百
万
円
)

経
費
の
区
分

学
科
の
種
類

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経

費

四

一七

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係

自
然
科
学
関
係

そ
の
他

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経

費

八
九
九

四
五

O

合
計
(備
4

1

1

1

J

一

一

一

五

O
人
を
超
え
る
二

0
0人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
一

一
各
号
ピ
掲
げ
る
経
費
の
区
分
た
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
一

一

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

合

計

し

た

額

と

す

る

。

一

F
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
l
1
1
l
L
 

ア
・
イ
[
略
]

二

一

五

O
人
を
超
え
る
こ

0
0人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基

準
別
表
第
三
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準

設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
と
の

表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す

る。ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
前
号
ア
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
都
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

三
収
容
定
員
が
二

O
O
人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備

考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表

に
定
め
る
額
に
、
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
3

八
五

五
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
別
表
第
一
の
二
の
伺
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
大
学
設
置
基
準

第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
学
科
(
以
下
「
短
期
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。
)
に
係
る

標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合

わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
収
容
定
員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
若
し
く
は
第
三
号
又
は
別
表
第

一
の
一
一
の
同
の
表
若
し
く
は
備
考
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学

全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し

た
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
別
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る

施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超

え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
ピ
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

仁)

収
容
定
員
が
二

0
0人
の
場
合

(
単
位
・
百
万
円
)

[ 下恒三王， [下仁三子才 ア
!1を各考備i1 

計よE当E、 費設備 費施設 経費

|乗じ 号 l の の の
を をイ

整備
整 区

加え
加 lて掲fj五l 備 分

Jえる [ 上同
| 得額た 01 

る 1 る人l
要す 要す

| 経費 をl
|を超1 る る
|合計 のえi 経 経
| 区る|
|し分三l 会人 学
|たに o!

科学 文科 科l額応 o! の
lとじ人|

係関 学係関 種類|す、見i
|るこ l 

!i 固 表の 収容音の!; 又

社はi に|
l 定|

|め|
然自るの|

額場Z口入 l 科学

関
| そお| 係
| れぞ けl 四
|るl

| れ 標準設i [; 

|当a肘4くa l 
そ
の
他

':- J.F'!-. I 
l 定 l
l め l
l る

五||L 割合次EUl 八
五
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高
等
専
門
学
校

(
単
位
一
百
万
円
)

経
費
の
区
分

収
容
定
員

三
O
O
人
の
場
合

四
O
O
人
の
場
合

五
六
六

(号外第211号)

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費

七。

一
、
三
七
三

合
計

備
考
一1
四

「
略
]

表
中
の
[
]
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

備
考

高
等
専
門
学
校

(
単
位
υ

百
万
円
)

経
費
の
区
分

収
容
定
員

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

O
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
五
号

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校
設
霊
会
社
に
関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
一
一
十
九
年
九
月
二
十
九
日

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校
設
置
会
社
に
関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校
設
置
会
社
に
関
す
る
審
査
基
準
(
平
成
十
九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
(
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
U

)

は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
ピ
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

報官金曜日

改

正

後

第

学
校
設
置
会
社
が
新
た
に
大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
場
合

[
略
]

一
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て

什
大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
等
の
施
設
及
び
図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備
(
以
下
単
に
「
施
設
及
び

設
備
」
と
い
う
。
)
は
、
教
育
研
究
上
支
障
の
な
い
よ
う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
、
高
等
専
門
学
校
設
置

基
準
(
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)
、
大
、
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二

十
八
号
)
、
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
、
大
学
通
信
教
育
設
霞
基
準
(
昭

和
五
十
六
年
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)
、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号
)
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
)
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準

(
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三
号
)
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
(
平
成
一
一
十
九
年
文
部

科
学
省
令
第
三
十
四
号
)
そ
の
他
の
法
令
(
別
表
第
一
一
に
お
い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い

う
。
)
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

同
j
問

[

略

]

平成29年9月29日

三
O
O
人
の
場
合

四
O
O
人
の
場
合

七
一
六

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費

七。八一一二

合
計

備
考一
1
四

[
向
上

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

改

.止

前

第

学
校
設
置
会
社
が
新
た
に
大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
場
合

[
向
上
]

一
校
地
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て

H

大
学
等
の
校
地
並
び
に
校
舎
等
の
施
設
及
び
図
書
、
機
械
、
器
具
等
の
設
備
(
以
下
単
に
「
施
設
及
ひ

設
備
」
と
い
う
。
)
は
、
教
育
研
究
上
支
障
の
な
い
よ
う
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
等
の
種
類
の
別
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
)
、
高
等
専
門
学
校
設
置

基
準
(
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
二
十
三
号
)
、
大
学
院
設
置
基
準
(
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二

十
八
号
)
、
短
期
大
学
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
)
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭

和
五
十
六
年
文
部
省
令
第
三
十
三
号
)
、
短
期
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
(
昭
和
五
十
七
年
文
部
省
令
第

三
号
)
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
)
そ
の
他
の
法
令
(
別
表

第
二
に
お
い
て
総
称
し
て
「
大
学
設
置
基
準
等
」
と
い
う
。
)
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

同
1
開

[
向
上
]
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第
二
現
に
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
設
置
会
社
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合

[
略
]

三
既
設
校
等
に
つ
い
て

H
j
M間
[

略

]

同
大
学
(
専
門
職
大
学
を
除
く
。
以
下
第
二
の
三
の
同
に
お
い
て
同
じ
。
)
若
し
く
は
大
学
の
学
部
を
廃
止

し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
専
門
職
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
専
門
職
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
大
学
若
し
く
は
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
の
百
分
の

百
十
以
下
で
あ
る
と
き
又
は
短
期
大
学
(
専
門
職
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
第
二
の
三
の
例
に
お
い
て
同

じ
。
)
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
を
廃
止
し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
ピ
大

学
、
専
門
職
大
学
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
大
学
、
専
門
職
大
学

若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
の
学
科
の

入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
以
下
の
と
お
り
取
り
扱
う
と
と
。

ア
ー
ウ
[
略
]

別
表
第
一
標
準
設
置
経
費
額
(
第
一
の
一
の
同
、
第
二
の
一
、
第
三
の
一
及
び
第
四
の
一
関
係
)

一

大

学

付
収
容
定
員
が
四

0
0人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
四
八

O
人
)
の
場
合

(
単
位
・
百
万
円
)

一備考
Z口込 る備備設 る備施 分経費
計
経費 要すに 整の

経費 に設
加ら学該部 項|に合を 要す 整の

の
えれに定標 区

た曹 額るに おに 規宰す 傾める 計てし 準殻置書類 係関社会係関文人 学部

以上 、け る (大学 得額た 科学又は 科学
の

ノム¥ 
種類

でぁ 第一l|l|l大学る 失学同 設Eと は
除く び(学医然白る号の科 す
J 歯学 科この共( る施

をと 規定科学間 以下第準
。設 七|

関係を 係関及 学閣係この 五

要すに 大学「四
の整 五

るよ外以 十五 場合 備に そ

i表第よ~Ij得り のの第条 おに 要す の
ら学共 他

れ科同学 一
てい、 経費る

四
るを項
一大学一科」 又
の の 専は 経各 額の ( ぅ事ーの学と

仁の)共学同 部と いう 職大門学I 費の 設と
附ち 震開

四
の み J 分|玄備

属病院生表科なを の 九
ににし置設」整 五 四

お係てく基準置と備 八
いるこ学部 にに
て標準の 、要す ( 歯学
同 表に第そ ( 

隙ちっ関係5書室雪♀持
七 ( ノム¥ 

属病院分) 七 ノム¥ 八 。
て、 の額 七 九 八
を得当ー表と 九

第
二
現
に
大
学
等
を
設
置
す
る
学
校
設
置
会
社
が
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合

[
向
上
]

三
既
設
校
等
に
つ
い
て

u
v
s
同
[
向
上
]

例
短
期
大
学
又
は
短
期
大
学
の
学
科
(
以
下
第
二
の
三
の
同
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
い
う
。
)
を
瞬
間

止
し
て
、
そ
の
教
員
組
織
、
施
設
及
び
設
備
を
基
に
、
新
た
に
大
学
等
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
大
学
等
の
入
学
定
員
が
当
該
廃
止
に
係
る
短
期
大
学
等
の
入
学
定
員
の
百
分
の
百
十
以
下
で
あ
る
と
き

は
、
以
下
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
。

ア
ー
ウ
[
向
上
]

別
表
第
一
標
準
設
置
経
費
額
(
第
一
の
一
の
同
、
第
二
の
一
、
第
三
の
一
及
び
第
四
の
一
関
係
)

一

大

学

け
収
容
定
員
が
四

0
0
人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
四
八
O
人
)
の
場
合

(
単
位
日
百
万
円
)

一号
ぷ言ロ十込 経る 備に 備設 経費る 備に 設施 分経費

一大学 を 科学」 γ 合言を十 費要す整の 要す 整の の
の一定標準 区
ーのの め

の共河学学部 と る し経費額設商は
関係社会係関人 学部

じj い額て

科学 又は 文科学のとう得 の
表科み J た ノム、

種類
になを学設I~核
お係し置 と 除ぴ(自

いるてく基第置準 す Jく 歯学関 学医関 科然学
て同標準のこ学部 る。施設

じ額設ド表に
係を 係及係関

J あ四の備整
つ十場
用て五合に そ

てし は、第条おに 要す の
前也

加得当ーい経費る 四
えら望項|て
たれに

額)額る 部に 規定す 各経費 額の ぅ塁
以にお と 五 附ち 属開

上であ 第九、I大学ける 共る 分の区ヲ 備設の
F一』ι" 。

病属院分ノI¥九 。七
る号 学同 」備整 四 九 八
このの科と 四 九
と規定 共(にに

ぅ事現要すを に学同下以そ、要す
( 

よ科 れぞ る 附ち 係
る。得り 以外大学れ経費

、五

七
、

属病) 院分表別第 らののこの 七
れ学科 共の額 四 五
る 同表と
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二
-
一
二
[
略
]

四
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
三
又
は
専
門
職
大
学

設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
一
一
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
各
号
に
定
め
る
学
部
の
種
類
を
含
む

も
の
と
す
る
よ
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

ア
p
オ
[
略
]

五
[
略
]

六

八

O
O人
未
満
で
四

O
O
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表

第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
削
減
す
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置

経
費
額
は
、
前
回
可
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に

定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
当
該
削
減
が
な
い
と
し
た
場
合
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
当

該
削
減
後
の
基
準
校
舎
面
積
の
割
合
(
以
下
「
専
門
職
大
学
特
例
割
合
」
と
い
う
。
)
を
前
号
ア
の

割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

七
収
容
定
員
が
四

O
O人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第

五
号
H
L
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表
に
定

め
る
額
に
、
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

八
大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
八

O
O人
未
満
で
四
0
0
人
以
外
の
収
容
定
員
の

場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学

の
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

同
号
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
(
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
乗

じ
て
得
た
額
に
そ
れ
ぞ
れ
専
門
職
大
学
削
減
後
面
積
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
)
を
合
計
し
た
額
に
、

第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す

る。
九
第
五
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
四
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
含
ま
れ
る
学
部
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
四
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・

保
育
学
関
係
を
除
く
。
)
に
よ
る
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
若
し
く
は
口
の
表
又
は
専
門
職
大
学

設
置
基
準
別
表
第
一
一
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該

面
積
を
い
う
。
(
別
表
第
一
の
一
の
判
の
表
に
お
い
て
同
じ
D
)

十

[

略

]

十
一
専
門
職
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
向
表
に
定
め
る
面
積
を
減

ず
る
場
舎
に
お
け
る
学
部
の
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額

に
、
専
門
職
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
二
前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
て
そ
の
収

容
定
員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
若

し
く
は
備
考
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い

う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す

る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

明
治
二
十
五
年
三
月
=
一
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

二
・
二
一
[
同
上
]

四
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類
は
、
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
又
は
第
三
に
掲
げ
る
学
部
の
種
類

の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当

該
各
号
に
定
め
る
、
学
部
の
種
類
を
含
む
も
の
と
す
る
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

ア
ー
オ
[
向
上
]

五
[
同
上
]

[
号
を
加
え
る
。
]

日
一
勺
を
加
え
る

六
大
学
の
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
っ
て
は
、
八
O
O人
未
満
で
四

O
O人
以
外
の
収
容
定
員
の

場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
前
回
守
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
部
に
お
け
る
大
学
の

共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
ピ
そ
れ
ぞ
れ
前

号
ア
及
び
イ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
に
、
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ

る
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

七
ヰ
刊
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
四
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

含
ま
れ
る
学
部
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
四
号
の
ウ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・
保
育
学
関

係
を
除
く
。
)
に
よ
る
大
学
設
置
基
準
別
表
第
三
の
イ
又
は
ロ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う

ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い
う
。
(
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

八
円
同
上
]

[
号
を
加
え
る
。

九
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
共
同
学
科
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
と
み
な
し
て
そ
の
収
容
定

員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
若
し
く
は
第
五
号
又
は
別
表
第
一
の
一
の
伺
の
表
若
し
く
は
備
考
を
適
用
し

て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
を
と
れ
ら
の
学
科

に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当

該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
ピ
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額

が
、
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
二
別
表
第
一
の
一
の
同
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)
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明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

。

(斗

収
容
定
員
が
八

O
O人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
二

O
人
)
の
場
合
(
単
位
一
百
万
円
)

F口h 
る備備設 る備施 分経費
計 経費 に

経費 嬰すに 設整の
要す整の の

区

に要つ 設言当要に五 01 1 定日外 o 係関社会係関文入 学部ののか号人 lにめ に人|

下大学特 流番号主に高層|よ自の計量 ! 
七 科学又は科学 の

表問 O にににずb、実つえ 1得り 科学 、え 1 種類

に O 要す要す定 きる |らをを天学 こる | 
J除く 歯学び (学医 科然白

定人 I め 、表同容収定員 lれ乗じー の容収 | 
めのるるる次 lる のの表 ! 
割例合る合場経費経費割合の定に ll学大て学部と 共定に定員 ! | 

r、ーヘノ 四 五
係関を 係及関 学関係。 五 五

|積面で を各号めの lの得た 学同 めの | 。

乗を減ずを あ職専門職専門乗じ に積面る場合 l共学同合額を み科を額る 場合 | そ
じ てつ て掲げ で !; なし置に lz l l の

て場舎る 特例大学割Aロ特例台大5AロきJ得た続費るfを9理あ l科計て学く 、お l 

四 他
得 つ lにしとそけ l 。 八
た 額て|係たのる| 八

額に門職事専 合をの署る !lる額'表量ピれぞ棟喜 ! l 

とIお 分区 駿大学専門 標準 人 あれ ぅ事すけ 言十 i 、つ当 | ( 

官自主EEli額iT長時| ノム、 ち附 係関、五 、九

額じけ l て 、号費額lま | 
八六

ムノ、 、

属柄主院イアと、 l 一得当に 1 

!?のすこ品目Iのら削 | 
二七 三八

審メ口込j害l口hlる の 準さ両ま又山 !を ーれ学立ロsめ 、 | 
) 

。表 l加の額る る次 | 

二にに に置表第別 lぇ判 に割合 の | 
っ事

の乗乗 定経費額は !l額)たのにお 各号 ! l 
( 

、イじじ め 1 表備考第 そけ乗を 1 、ムノ、 、四 ち附 係関
このたた る 二 l れぞ る に| (ノム¥ー、の 額の!とじ|

属病分) 院表l表f割|害合j に |イI!す れ学大て掲げ l l 六 四 八四
f::: 、前予主ヨゴ の !る 当の得る | 九九 九八 Ol~ 

定第 そ表 Lo二該共た経」 )九 五 )四

二
短
期
大
学

け
収
容
定
員
が
一

O
O人
の
場
合

(
単
位
一
百
万
円
)

費施 経費
設
の の
整 区
備 分

要
す
る
経

会人 学
科文 科

学係関 科学係関
の

種類

又
lま
社

然自

科学

係関

そ
。)

イ也

じ〉

。

収
容
定
員
が
八

O
O人
(
医
学
関
係
及
び
歯
学
関
係
に
あ
っ
て
は
七
三

O
人
)
の
場
合

(
単
位
一
百
万
円
)

号 [号を イア・
!lよ定科を費備考!l 

計£口込
経費る 備に 備設 経費る 備に 設施 分経費

|得りめ外以合の | 要す整の 要す整の の
を | 割る 計し分区八l 区
方日 加 |らの ol 
え

えるJ [ 上向
|れ合を科学を たに 01 係関社会係関人 学部

る 1る 額応人|
] 。

|大学 乗 じを| 七 科又文科学 の
] 

| じ一大学 、超| 学は 種類|のての とえ|

|共得学部 ののる 1 除ぴ(然自

l科学同額たを 共表収容定i 
!i みと 学同定に l i 四 五

Jく 歯学学医 科学

|に合言し十な科を め員l 五 係関を 関係及 関係
l係し長のl 四 。

lるて置場z口h l 
i標準 たこくに l そ
| 額の言、に| の
1設に表 そお l C 他

i費栓費警、を にtセL 吋l 七 八 九

! 別表第 i薗あ る! 。
| 用つれ標|

l し て該各当準設置i つ壁l ーでは | 
!加の得、 | 

( ム

病品係普理W 
ノ、

|えーら当号額経費i 、}t. 、五

|たのれ該学音日 に | 
ノム、 四

|額←)る定| 四 九
lの額 めは| 。九 六~I七四
iと表備にた割A る口 、|
lすそお次l

|る考第九 れぞ け のl ぅ草|。 るを号各| ( 
i れ学大乗 | 附ち 震回目
| 号号当該各 じに|

~I~I のてz存i七 病属院分) !君共得 九七
五八

|l にに学同額た ~I 九
L一一一一一一一一一 」

二
短
期
大
学

付
収
容
定
員
が
一

O
O人
の
場
合

(
単
位
日
百
万
円
)

費施設 経費

の の

備整 分区

に

要す

る
経

会人
科学

科学文科 の

係関 学係関 種類

又

社は

然自

科学関

係

そ
の
他
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設
備
の
整
備
に
要
す
る
経

三
四
七

費

九

四
四

五
八
九

合
計

備
考

[
略
]

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
は
、
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
又
は
専
門
職

短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
一
若
し
く
は
第
二
に
掲
げ
る
学
科
の
種
類
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
当
該
各
号
に
定
め
る
学
科
の
種

類
を
含
む
も
の
と
す
る
。
(
別
表
第
一
の
二
の
凶
，
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

ア
ー
ウ

[
略
]

二
一
[
略
]

四

一

五

O
人
以
下
で
一

0
0人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準

別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
削
減
す
る
場
合
に
お
け
る
標
準

設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
と
の

表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す
る
。

ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
当
該
削
減
が
な
い
と
し
た
場
合
の
基
準
校
舎
面
積
に
対
す
る
当

該
削
減
後
の
基
準
校
舎
面
積
の
割
合
(
以
下
「
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
」
と
い
う
。
)
を
前
号

ア
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

五
収
容
定
員
が
一

0
0人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
編

考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表

に
定
め
る
額
に
、
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

六
第
一
二
号
に
お
い
て
、
基
準
校
舎
面
積
と
は
、
第
二
号
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
含
ま
れ
る
学
科
の
種
類
(
た
だ
し
、
第
二
号
の
ワ
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
教
育
学
・
保
育
学

関
係
を
除
く
。
)
に
よ
る
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準

別
表
第
二
の
イ
の
表
に
定
め
る
基
準
校
舎
面
積
の
う
ち
、
そ
の
面
積
が
最
小
で
あ
る
当
該
面
積
を
い

う
。
(
別
表
第
一
の
二
の
伺
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

七
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
別
表
第
一
の
二
の
同
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
大
学
設
置
基
準

第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
学
科

(
以
下
「
短
期
大
学
の
共
同
学
科
」
と
い
う
。
)
に
係
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大

学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
収
容
定

員
の
別
に
応
じ
こ
の
表
、
第
二
両
日
勺
、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
別
表
第
一
の
二
の
伺
の
表
若
し

四l
下仁三王3 号 アじね穂

二一備考 計A 口 費備設

その 係除を 含れま 前号I
の

のせ 三第 を を [同 i ，_.:;該各当 類 こ [ 同 備整
二て設置 十一 力日 加ウ のの
の一 八号 面積カt く る に ス え上 例表上

(の三) 学の 経費額 第条 及ひ 。 学科 お る る] 号にに]
要す最に い ] 。 J 同 によ掲げ

表若し 科 ー第 小よのて
上 定る 経る

とは項|三
であ 短る1種類 基

め 。 学る

く みな そ、 規定すに 並号ぴ
るこ

該る当 期大学 (ただ 舎準校
科学の科

はしれぞ 場メ口入 の
備考 て に

事含のを Eい 種告それる別表第
面積を 設基置
し、 積面

をのの共

用適てし 収容定員 短期大学 科学(同 ー二の

第と

い 別表第準 二 はう号

ょ別表第 のウ 第一得のに以下 の のの学
ら別置 (三)

すと 各号 置設

れ額(る 応にとじ 該共当< ~姪期大学 焼の定に ーイい各号 る 掲げに 基別準のので
二表はに

表第別 る 表第以下の教育閃 か
の に 、掲げ

表若 のか (の二) 定め 分当 る
こ 共わ
のし
課程を 科学問 ずら

表るの区 のに又 九
号く

に 基校高積準 問 分 二の 応じ 第は
には おに
お第

てい 教育学 応じ
仁)、二

い三 のそに
て号 問 表に れぞ、 掲げ

面幸 i 喜
学る Jう 学設 じ ・当

J のちう、 保学育関 各号該に

おれる

科 に 基置準
いお学

合を 係る
てお科 四
同むの 四
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く
は
備
考
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
額
(
以
下
と
の
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
」

と
い
う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
額
(
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
短
期
大
学
別
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
短
期
大
学
児
置
く
当
該
共
河
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
の
整
備
に

要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超
え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(三)

収
容
定
員
が
二

0
0人
の
場
合

(
単
位
一
百
万
円
)

経
費
の
区
分

学
科
の
種
類

そ
の
他

人
文
科
学
関
係
又
は
社

会
科
学
関
係

自
然
科
学
関
係

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経

費設
備
の
整
備
に
要
す
る
経

費

四

七

八
九
九

三
四
七

「

1

1

1

1

1

1

1

1

」

一

備

考

一

一

一

一

五

O
人
を
超
え
る
こ

0
0人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
次
の
一

一
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
一

一

合

を

乗

じ

て

得

た

額

を

合

到

し

た

額

と

す

る

。

一

ァ
・
イ
[
略
]

二

一

五

O
入
を
超
え
る
三

O
O
人
以
外
の
収
容
定
員
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基

準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備
考
第
五
号
に
基
づ
き
同
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
場
合
に
お
け
る
標
準

設
置
経
費
額
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
の
区
分
に
応
じ
、
と
の

表
に
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
と
す

る。ア
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
前
号
ア
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

イ
設
備
の
繋
備
に
要
す
る
経
費
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
前
号
イ
の
割
合
に
乗
じ
た
割
合

三
収
容
定
員
が
二

O
O人
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
別
表
第
二
の
イ
の
表
備

考
第
五
号
に
基
づ
き
向
表
に
定
め
る
面
積
を
端
的
す
る
場
合
に
お
け
る
標
準
設
置
経
費
額
は
、
こ
の
表

に
定
め
る
額
に
、
専
門
職
短
期
大
学
特
例
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

合
計

高
等
専
門
学
校

(
単
位
一
百
万
円
)

経
費
の
区
分

収
容
定
員

三
O
O
人
の
場
合

四

O
O
人
の
場
合

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費

五
六
六

三
六
五

八
五

四
五

O

じ
一
二
五

全
体
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し

た
額
(
以
下
乙
の
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
別
標
準
設
置
経
費
額
」
と
い
う
。
)
以
上
で
あ
る
こ
と
を

要
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
期
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る

施
設
及
び
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
を
合
計
し
た
額
が
、
短
期
大
学
全
体
標
準
設
置
経
費
額
を
超

え
、
か
っ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
‘
こ
の
限
り
で
な
い
。

(三)

収
容
定
員
が
二

O
O人
の
場
合

(
単
位
一
百
万
円
)

| 備考 | よ計口』 費備設 費施設 経費

号
[号ア・

|を各 | 

l乗じ 号 | の の の
を をイ 整

備整 分区
耳目 力日 !て掲げ 五! 備
え

Jえる [ 上同
l 得た額 01 に

る。 l 経費る 人l 要す 要す
|を|

lを 超えl る
経る

|舎計 の l 経
! 区る!
lし分二l 会人 学
|たに 0:

科学 文科
科

!額応 ol の
!とじ人i

関係 学 種類
lす、提l
|るこ | 

係関

又
lま

Iこ 1 社
l 定 l
|め|

然自るの|

額場l口￥. l 科学に[

関係| そお|
| れぞ け| 四
l るl

| れ 標準設l じ
l 該当 | 

そ

ll 各号 経費置|i の
他

! 定額は| 
l め l
: .Q 、1

~I 
|1L--割之r、ーご次庁コ、1I !¥. 

五

高
等
専
門
学
校

(
単
位
一
百
万
円
)

経
費
の
区
分

収
容
定
員

二
O
O人
の
場
合

四
O
O人
の
場
合

七
一
六

施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
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備
考
一備考

メに』コ
設備

表中
言十

の
四 整

の 備
[ 

] 略 要

の す

載記 経費る

及ぴ

対象

規定

の

重

傍線付を

し 七
た

標記部

。

分除を

く

体全

付
し
た 七
傍線

iま

注記

で
あ
一備考 メ言ロ十λ 設備

る
の

四 整
備

同 要す
上
] 

経費る

七。

(号外第211号)

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

O
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
六
号

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
共
ひ
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

九

年

九

月

二

十

九

日

文

部

科

学

大

臣

林

芳

正

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示

第
四
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
G

第
一
条
中
「
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
)
」
の
下
に
「
、
専
門
職
大
学
設
置

基
準
(
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
コ
百
三
、
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
(
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省

令
第
三
十
四
号
こ
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
一
年
度
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
九
千
四
百
一
二
十
人
」
を
「
九
千
四
百
二
十

九
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

O
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
七
号

平
成
一
二
十
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学
の
収
容
定
員
培
及
び
平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
し
よ
う

と
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
の
坤
請
に
対
す
る
審
査
に
関
し
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
及
び
高
等

専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
(
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
五
号
)
の
特
例
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。
平

成

二

十

九

年

九

月

一

一

十

九

日

文

部

科

学

大

臣

林

芳

正

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
七
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
(
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
)
並
び
に
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
(
昭
和
三
十
一
一
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
)
第
十
九
条
第
一
項
本
文
並
び
に
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担

当
規
則
(
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
)
第
九
条
本
文
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
(
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
)
第
十
九
条
第
一

項
本
文
真
ひ
第
三
卜
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
(
薬
価
基
準
)
及
び
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平

成
一
一
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平

成

二

十

九

年

九

月

二

十

九

日

厚

生

労

働

大

臣

加

藤

勝

信

使
用
薬
剤
の
薬
価
(
薬
価
基
準
)
及
び
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(
使
用
薬
剤
の
薬
価
(
薬
価
基
準
)
の
一
部
改
正
)

第
一
条
使
用
薬
剤
の
薬
価
(
薬
価
基
準
)
(
平
成
一
一
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
順
次
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
文
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
楠
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
(
以
下
と
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
)
は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
と
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

平
成
三
十
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学
の
収
容
定
員
増
及
び
平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
し
よ
う

と
す
る
大
学
又
は
短
期
大
学
の
設
置
の
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大

学
及
び
高
等
専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る
認
可
の
基
準
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
表
の
上
覧
に
掲
げ
る
場
合
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
審
査
の
基
準
と
す
る
。

設置のすうと三成平 場合容収定すると三平成

のーるト十ー 増員学大十ι 
認可学ノ、年 の又度五十

の申又は度に 認可短期大学は開に

請短期大学闘 の設
の設し 請申し

場合よ ののよう

三区る二きの係を一掲げ京東 可二類該の一各号京東

十に場Z口斗 七る載掲る雪て場であ合つ李姉斯学又は大 る都の 基の大学 が古干認汀備整学大 に都の設置で ノ法J 認可 場合 、在付のHJを又掲げ特

度年しあ にイの を特別 第準大学院 し坤行は 雪lるロ斗量ー)3IJ 
にてつ よン申 除区二て請う短 区

誠i合学校いi て又つタ請 くに条 いに場期 にて1に J 第 、 つ合大学除を

該当短型専E 学 公表ネツつい 、の でな在所す 一項短期大学 場合るていであの く在所す
認 しトて平設い大学る 第 のつ宰K 増収員F ) 。大学る可てのの成置こ 一 意てで
のを い利意二にと 号及思、 な
専課門受けよ る用思十伴 。又 にび の平 い又

場その年九九月舎校等い は 該等高専 決成 こはの合の 短当 定二にと短
程う設 他決定 期J→す が十伴。期ーレ
にと置 広を 八学る単門 な九い 八学

係す認可の 知周〈証する三十日施設の の 場合校Tの れたさ年六月校舎等 の

を を書類をま又 置設 設 こ三の 収容量
受図では と十
けょ るこ にこ備設 次(の 等置に をま日施又設

をのう と刊にれの 各 係 証すでは 次
平特と が物ら整号 る るに設
成別すでへに備に 認書当備の

報官金曜日平成29年9月29日

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
表
中
平
成
三
十
一
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
大
学
又
は
短

期
大
学
の
設
置
の
認
可
の
申
請
の
場
合
の
項
の
規
定
(
下
欄
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

菅野国弘
長方形
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